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国 語 傾向と対策

2

　　　 すべて現代文（評論、随想）からの出題で、基本・標準レベルの問題が中心。

1出題形式
　学校推薦（後期）以外は評論または随想の現代文の読解問題
が2問出題されている（学校推薦後期は評論1問）。解答はす
べてマーク式の選択問題で、解答数は大問一つにつき20問から
30問であった。
2出題内容
　どの日程においても、読解問題より漢字、慣用句、語句の意
味、文学史、文法など知識を問う問題が多い。読解問題では空
欄に入る適語を選ぶ問題、脱文を適切な箇所に入れる問題、傍
線部の内容や理由を問う問題、本文の内容に合致するものを選
ぶ問題などが出題されている。内容を図示する問題も見られた。

3難易度
　文法の問題や語句の意味の問題の中には少し難しいものも見
られるが、全体的に難問と言える問題はほとんど出題されてい
ない。
　漢字は正しく覚えていなければ間違えやすいものも複数出題
されているが、基本的な知識がしっかり身についていれば対応
できるものばかりである。語句や慣用句の意味の問題は、文脈
に即して丁寧に読み進めれば、正答にたどりつける問題である。
　読解問題はやや難しい問題も見られたが、指示語の示す内容
をしっかりおさえつつ本文を丁寧に読み進め、段落ごとの関係
を正しくつかんでいけば、十分に対応できる問題であった。

　　　 漢字や文法の知識、文章を丁寧に読む習慣を身につけ、読解力を高めていこう。

1語句の知識をより確かなものにしよう
　漢字は同音の漢字を含む熟語が出題されることが多いので、
字義を正しく理解しておくことが重要である。四字熟語や、慣
用句の意味なども問われているので、日頃から疑問に思うこと
があれば、面倒がらず辞書で正しい字や意味を確かめる習慣を
つけていこう。
2国語便覧を活用しよう
　口語文法（品詞）の問題でやや難しいものも出題されている
ので、その対策が必要である。この語の品詞は何かを問う問題
が大半であるが、間違えやすいものも含まれるので十分に注意
したい。学校で配布される国語便覧などの副読本を使って、口
語文法の知識をより確かなものにしていこう。
3メモを取りながら丁寧に読み進めよう
　課題文の内容自体はそれほど難しくないのだが、空欄が多い

ので、丁寧に読んでいかないと混乱してしまいかねない。落ち
着いて空欄に言葉を書き入れ、指示語の内容も矢印で示すなど
し、段落ごとの要旨をメモしながら丁寧に読んでいくことを心
がけよう。脱文挿入の問題もみられるので、各段落の関係性を
意識しながら読み進めることが大切である。
4練習問題をこなしていこう
　自信を持って本番を迎えるためには、やはり実践問題を多く
こなしていくことが必要である。特に過去問は、問題の問われ
方を体感するためにも繰り返し解いてみてほしい。設問では、
「正しくないもの」「当てはまらないもの」が問われているもの
も見られるので、設問が求めていることをしっかり押さえてい
くことを心掛けてほしい。できれば制限時間も設定してその中
で問題を解き、時間配分を考えて問題に向き合っていけるよう
にしておくとよい。

傾向

対策

方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容 設問形式

基礎学力入試
10月 19日
問題▶p.3 ～ 5

［一］ 評論 藻谷浩介『新型コロナウイルス
で変わらないもの・変わるもの』 漢字　語句の意味　脱文挿入　空欄補充　内容合致

［二］ 評論 鷲田清一『おとなの背中』 漢字　脱文挿入　空欄補充　傍線部内容説明　慣用句　傍線部
理由説明　内容合致

学校推薦（前期）
11月 16日
問題▶p.6 ～ 9

［一］ 評論 川田順造『西の風・南の風　文
明論の組みかえのために』

漢字　ことわざ　脱文挿入　傍線部内容説明　空欄補充　内容
合致

［二］ 評論 齋藤淳『アメリカの大学生が学
んでいる本物の教養』

漢字　語句の意味　本文の構成　空欄補充　傍線部内容説明　
内容合致　主旨判定

学校推薦（中期）
12月 7日

問題▶p.10 ～ 12

［一］ 評論 茂木健一郎『疾走する精神』 漢字　語句の意味　四字熟語　空欄補充　品詞　傍線部内容説
明

［二］ 評論 武田尚子『チョコレートの世界
史』

漢字　空欄補充　傍線部内容説明　慣用句　品詞　敬語　内容
合致

学校推薦（後期）
12月 21日

問題▶p.13 ～ 14
評論 鈴木孝夫『ことばと文化』 漢字　空欄補充　傍線部内容説明　品詞

一般Ａ
1月 25日

問題▶p.15 ～ 18

［一］ 評論 柏木博『「しきり」の文化論』 漢字　空欄補充　傍線部内容説明　内容合致　慣用句

［二］ 評論 外山滋比古『日本語の個性』 漢字　語句の意味　空欄補充　傍線部内容説明　内容合致　品
詞

一般Ｂ
2月 13日

問題▶p.18 ～ 22

［一］ 評論 渡邉雅子『論理的思考とは何か』 漢字　語句の意味　脱文挿入　空欄補充　傍線部内容説明　内
容図示　傍線部理由説明

［二］ 評論
戸森麻衣子『仕事と江戸時代―
武士・町人・百姓はどう働いた
か』

漢字　語句の意味　空欄補充　傍線部理由説明　慣用句　内容
合致　文学史

一般Ｃ
3月 10日

問題▶p.23 ～ 26

［一］ 随想 谷川俊太郎『からだに従う　ベ
ストエッセイ集』 漢字　表現技法　空欄補充　傍線部内説明　内容合致

［二］ 随想 野崎歓『翻訳はおわらない』 漢字　語句の意味　空欄補充　傍線部内容説明　内容合致　文
学史
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国 語 問題　基礎学力入試
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国 語 問題　学校推薦（前期）
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国 語 問題　学校推薦（前期）
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国 語 問題　学校推薦（中期）
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国 語 問題　学校推薦（中期）
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国 語 問題　学校推薦（後期）
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国 語 問題　学校推薦（後期）
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国 語 問題　一般A
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国 語 問題　一般A

問題　一般B国 語
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国 語 問題　一般B
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国 語 問題　一般B
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国 語 問題　一般C
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国 語 問題　一般C
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国 語 解答
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入試方式 基礎学力入試 学校推薦入試［前期］ 学校推薦入試［中期］ 学校推薦入試［後期］
試験日 10月19日 11月16日 12月7日 12月21日

問題掲載頁 p.3 ～ p.5 p.6 ～ p.9 p.10 ～ p.12 p.13 ～ p.14
解説掲載頁 ― p.29 ― ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 1 2 3 1 4 1 2 2
2 3 2 1 1 2 1 1 2
3 2 2 4 1 7 2 5 2
4 4 2 3 1 8 2 3 2
5 2 2 3 1 5 2 2 2
6 2 2 3 3 4 2 4 2
7 4 3 4 3 1 1 2 1
8 4 1 2 3 2 1 5 1
9 0 1 4 3 7 1 3 1
10 7 1 5 3 8 1 1 1
11 3 3 2 3 2 3 4 1
12 5 2 3 3 1 3 3 2
13 7 2 5 3 2 3 1 2
14 2 2 1 3 1 3 5 1
15 4 2 2 3 4 2 2 1
16 2 3 1 3 6 2 3 1
17 4 3 2 3 3 2 1 1
18 2 3 2 3 4 2 4 1
19 2 3 2 3 2 2 5 2
20 1 3 1 3 1 2 4 2
21 2 3 5 2 7 2 5 2
22 1 3 3 2 5 2 2 2
23 4 1 2 2 1 2 1 2
24 3 1 5 2 1 2 3 2
25 5 1 1 2 2 2 2 2
26 2 1 5 1 1 2 5 2
27 1 1 1 1 5 2 4 2
28 5 3 2 2 4 2 1 2
29 3 3 5 2 5 2 1 2
30 1 3 5 1 3 2 3 2
31 2 2 2 1 4 2
32 1 3 3 1 3 2
33 1 3 1 1 3 2
34 3 2 4 1 3 3
35 4 2 2 2 1 3
36 3 3 2 2 4 3
37 3 3 4 2 2 2
38 2 3 3 2 1 2
39 1 3 5 2 3 2
40 2 3 1 2 4 1
41 1 3 1 2 1 1
42 2 3 1 2 3 1
43 2 3 2 2 7 1
44 2 2 7 1
45 1 2 4 1
46 1 2 1 3
47 2 2 1 3
48 2 3 2 3
49 2 3
50 1 3

順不同
完全解答 順不同

順不同



国 語 解答

28

入試方式 一般入試Ａ 一般入試Ｂ 一般入試C
試験日 1月25日 2月13日 3月10日

問題掲載頁 p.15 ～ p.18 p.18 ～ p.22 p.23 ～ p.26
解説掲載頁 p.30 ― ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 2 2 1 2 3 2
2 3 2 5 2 2 2
3 4 3 2 2 4 2
4 4 2 1 2 3 2
5 2 2 5 2 4 2
6 4 2 3 2 3 2
7 3 2 1 2 3 2
8 2 2 3 3 3 3
9 5 2 1 2 2 2
10 2 3 5 2 4 3
11 4 3 3 2 3 2
12 2 3 4 2 6 2
13 1 2 2 2 5 2
14 3 2 2 2 3 2
15 5 3 1 2 4 2
16 1 3 3 2 5 2
17 1 3 5 2 2 2
18 2 3 4 2 4 2
19 1 3 3 3 1 3
20 2 3 2 3 1 3
21 4 2 2 2 2 3
22 2 2 4 2 2 3
23 3 2 1 3 1 2
24 2 1 4 2 2 2
25 2 1 1 2 5 2
26 1 1 5 2 1 2
27 2 1 1 2 3 2
28 4 1 3 2 5 2
29 7 1 4 2 2 2
30 1 1 1 2 2 2
31 2 1 4 2 4 4
32 5 1 3 2 3 3
33 2 1 2 2 5 3
34 1 2 5 2 6 2
35 2 2 3 3 2 2
36 1 2 4 3 1 2
37 2 2 3 4 5 2
38 2 2 4 4 1 2
39 8 2 2 2 2 2
40 1 2 1 2 2 2
41 3 2 2 2 2 2
42 2 2 1 2 1 2
43 5 2 1 2 1 2
44 4 2 3 2 3 2
45 3 2 5 2 8 2
46 2 2
47 1 2
48 1 2
49 2 2
50 1 2

順不同
完全解答

順不同
完全解答

順不同



国 語 学校推薦（前期）解説　国語　問題▶ p.6~9　解答▶ p.27
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問一　漢字の知識問題。熟語の中の漢字の訓読みを選ぶ問題で
ある。

ア志向①考える②行う③向く④好むで③

イ造作①作る②立てる③行う④補うで①

ウ呪縛①唆す②背く③恨む④呪うで④

エ押韻①踏む②合わせる③押す④重ねるで③

オ遮断①居る②阻む③遮る④妨げるで③

問二　「百聞は一見に如かず」とは、「何度も聞くより一度自分
の眼で見たほうがよくわかる」ということ。この対義語だ

から、「実際に目で見たことよりも人から聞いたことや噂

話を信じてしまう」という意味のものを選べばよい。③の

「耳を貴び目を卑しむ」が正解。

問三　空欄補充問題。音を録音することで音の何を奪っている
のか、だから④の一回性。

問四　空欄補充問題。時間を空間化して固定し、視覚を通じて
認知するものだから②年表と④系図。

問五　第二段落では、見て理解することと聞いて了解すること
の意味のちがいが繰り返し述べられているので、この内容

を表す見出しとして適切なのは⑤。

問六　傍線部のある段落において「見る」と「聞く」の意味の
違いはそれほど厳密なものではないことが述べられている

ので正解は②。

問七　「聞く」は香り、味など聴覚以外の感覚刺戟を表すこと、
主体的、知的な「聴く」より、感覚的な「聞く」行為の方

に「納得する」や「承知する」の意味が含まれていること

が傍線部の直前に述べられているので答えは③。

問八　空欄補充問題。空欄直前の「能動的」に近い意味のもの
を選べばよい。答えは⑤の「意志的」。

問九　真っ暗な闇の中で、お話を耳で聞くとき、その闇はどう
いう意味を持つのかが問われている。傍線部直前に「直接

的なイマジネーションの喚起力」とあり答えは①。

問十　脱文挿入問題。文字文化の中でも、声を出す、それを聞
くことでそれを聞き入れる、承知する、という意味を表す

ことが【Ⅱ】の前の段落に書かれているのでここが適切で

ある。

問十一　内容合致問題。合致するものは①、合致しないものは
②と答えることが求められている。アの内容は6段落目に

述べられているので①。イ「目をひらかれた」ではなく

「耳をひらかれた」と言いたいと述べられているので②。

ウ、モシ語だけではなく日本語もフランス語も同様である

ので②。エ、モシ語の歌が文字化できないのは彼らが話す

ことと歌うことは音の実体として別のものと考えているか

らなので②。オの内容は第1段落で述べられているので①

が正解である。

問一　同じ漢字を含むものを選ぶ問題。
　　　ａ陳列①重鎮②賃貸③鎮静④珍重⑤陳謝で⑤

　　　ｂ丁寧①調度②定款③丁度④鎮座⑤几帳面で③

　　　ｃ輩出①拝見②吾輩③背後④配管⑤排斥で②

　　　ｄ推奨①将来②賞賛③昇華④召喚⑤報奨で⑤

　　　ｅ裁量①裁縫②才覚③異彩④採用⑤再掲で①

問二　「網羅」は残らず取り入れることなので⑤の包括。「禅問
答」は答えを出すためではなく自分の考えを見直すための

本質的問答だから①形而上の議論。

問三　すべてをわかることはできないという知的謙虚さを持つ
こと、わかったつもりに陥らずに、知識と向き合っていく

ことが本文の最後にまとめとして示されている。ここから

考えると②が正解。

問四　この文章では初めに自分の意見を示し、それを最後にま
とめなおしているので⑤双括型である。

問五　アは空欄の後に例が示されているので⑤たとえば。イは
逆接になっているので②でも。ウはこれに対してという意

味なので③一方。エ空欄の直前に「整理しましょう。」と

あり、初めにどうするかがそのあと書かれているので①ま

ず。オ結局、要するに、の意味だから④のつまりが正解で

ある。

問六　傍線部直前に、文化的・社会的背景の違いも含めて理解
して初めてわかったことになる、とあるので「わかったつ

もり」とは②である。

問七　空欄補充問題。Ａ理解力と並んで求められる力だから②
想像力。Ｂ私たちのどのような力には限界があるのかで④

情報処理能力。Ｃ100パーセント理解するとは背景も含め

て理解することだから③。Ｄ己の理解の限界を意識するこ

とだから⑤謙虚さ。Ｅ「わかる」という現象をどのように

とらえるべきではないのか、ということだから①ある特定

の理解レベルが正解である。

問八　空欄直後にこのレベルを目指すのが正しい、というので
はなくその時の自分のニーズに合わせるとよいとあるので

答えは①。

問九　合致するものは①、合致しないものは②と答えることが
求められている。アこのことは本文中何度も出てくるので

①。イこの認識は背景を理解していないのであり、どのレ

ベルを目指すのかを誤認しているわけではないため②。ウ

教養人に求められるのはその時々の自分のニーズによって

どの理解のレベルを目指すかあたりをつけることなので②。

エもこれと同様に考えて①。オも理解のレベルのニーズに

合わせるということなので①。カ「わかったつもり」では

なく「わかる」のスペクトラムなので答えは②。

問十　ここで示されている文章では、「わかることなどできな
いことを認識しつつ想像的理解に努めるという」ことが述

べられているので答えは②。

問題一 問題二
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問一　空欄補充問題。Ａ「私用のもの」とはどういう感覚をも

つものかが問われている。答えは②「これはわたしのもの

だ」である。Ｂ兄弟、家族、学校のクラスといった括りは

何を限定しているのかということであるので答えは③「特

定の集団」である。

問二　傍線部内容把握問題。ものに名前を与えることの意味が

問われている。傍線部直前に「自分のものにする」ことが

述べられており答えは④。

問三　「ダテンシ」の漢字と解釈が問われている。漢字は④

「堕天使」。前半部は、悪行をおかしてもいないのに喜びか

ら遠ざけられるという意味なので解釈としては②が正しい。

問四　「言葉ともの、あるいは現実が不可分である」とは、言

葉がものを指していてこの言葉により現実が認識される、

ということ。これに当てはまらない例は④の単なるやまび

このことである。

問五　語句の意味の問題。⑴縁起がよくないので口にすること

がためらわれる言葉は③忌みことば。⑵「死ぬ」の代わり

に使われるのは②「たびだつ」⑤「かくれる」である。

問六　「自らの世界を組織する言葉への欲望」に当てはまる例

が問われている。これは、名づけることにより、それが自

分にとって特別なものになる、ということなので答えは②

と④である。

問七　傍線部の内容は、自分の権力が示されるようなものを所

有することの意味が問われている。こうしたものを所有す

ることで、自分に自信がもてる、ということなので答えは

②である。

問八　漢字の読みの問題。⑴「雑」は「雑巾」なら「ぞうき

ん」と読み、「雑事」なら「ざつじ」と読み、「雑食」なら

「ざっしょく」と読むので答えは①。「立」は「建立」なら

「こんりゅう」と読み、「立案」なら「りつあん」と読み、

「立証」なら「りっしょう」と読むので答えは③。

問九　空欄補充問題。「近代的な」に続き、「プライバシー概

念」に並立する語なので⑤主体概念が適切。

問十　内容合致問題。アの内容は第9段落から読み取れるので

合致する。イの内容は第1段落、第11段落から読み取れる

ので合致する。ウ、フランケンシュタインは名前を教えら

れなかったのではなく、名前を与えられなかったので合致

しない。エの内容は第2段落から読み取れるので合致する。

オ本文中には「プリミティブな思考」「プリミティブな感

覚」ということは繰り返し述べられているが、「プリミ

ティブな生活世界」ということは述べられていないので合

致しない。

問一　漢字の知識問題。傍線部の漢字と同じ字を用いるものを

選ぶ問題である。

ア緩衝①肝要②果敢③縦貫④緩急で④

イ錯覚①思索②交錯③策略④搾取で②

ウ交渉①訴訟②弁償③干渉④承知で③

問二　傍線部の内容から考えられることに合致するか否かが問

われている。英語表現の特徴についての文章である。Ⅰ英

語は前置きの言葉は使わないから合致しない。Ⅱ英語はソ

フトな入り方をせず、いきなり本題に入るから合致しない。

英語は否定的なこともはっきり言うからⅢは合致するがⅣ

は合致しない。

問三　空欄補充問題。Ａ「やらせて頂きたいと思っていたので

すが」の後に続き、実はできない、ということだから答え

は④「あいにく」。Ｂ「終りのほうに」「かくれている」の

だから答えは⑦「そっと」。Ｃ長文になることを言ってい

るので答えは①「かなり」。Ｄ本意は後半部分にあるとい

うことなので答えは②「しかし」。Ｅ英語に対して日本語

はどうなのか、ということなので答えは⑤「むしろ」。

問四　慣用句の「顔を立てる」の意味として正しくないのは②

「相手の目を見る」である。

問五　空欄補充問題。ⅰ日本語では自分の考えと逆のことを

言っている人にこう言えない、というのだから①「賛成」

できない。ⅱ外見上の同意部分だけ述べて本意を言わない

のだから②「反対」。ⅲこれに続いて「だからと言って～

しているわけではない」ということなので①「賛成」。ⅳ

指示語の「こういう」が指す内容からすると②「反対」。

ⅴ高く評価しているような口ぶりだったのに最後にどんで

ん返しをするので②「反対」が正解である。

問六　文法問題。ａ「ところが」は⑧接続詞。ｂ「おもしろ

い」は①形容詞。ｃ「しゃべ」るは③動詞。ｄ「ポーズ」

は②名詞。ｅ「やがて」は⑤副詞。ｆ「と」は④助詞であ

る。

問七　「人間業」の意味が問われている。答えは③「人間の能

力でなしうること」である。

問八　内容合致問題。合致するものは①、合致しないものは②

を選ぶ。イ本音は終りの方にあるので答えは②。ロ同様に

大切なことは文末に書かれていることが繰り返し述べられ

ているので①。ハ落語の始めと終りの特徴はここで述べら

れている通りであるので①。ニ話の内容で一番言いたいこ

とは冒頭ではなく、終りの方に出てくると述べているので

答えは②。ホ日本語では、否定的な内容を言うときはまず

相手の顔を立てることを言ってから反対することを書いて

いるので答えは①である。

問題一 問題二
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　　　 �小問集合まで含めれば、数学Ⅰ、数学Ａの全分野から万遍なく出題され、ほとんどが基本から標準レベル
の問題である。2次関数、場合の数と確率、整数の性質では、一部難しい問題もある。

1出題形式
　解答は空欄の中に記号、数値を記入するマーク式である。大
問3問から構成され、それぞれ3～5の小問を含む。
2出題内容
　大問［1］は小問集合で、各小問は数と式、集合と命題、図
形と計量、場合の数と確率、整数の性質、データの分析の中か
ら、5問に振り分けられている。また、大問［2］、［3］で出
題されていない単元から出題されることが多い。
　大問［2］は数学Ⅰの2次関数、図形と計量の中の一分野か

ら、大問［3］は数学Ａの場合の数と確率の中の一分野からの
出題である。整数の性質は場合の数と確率で、図形の性質は図
形と計量で利用されている。
3難易度
　ほとんどの問題は標準問題で教科書の練習問題レベルである
が、2次関数では文字係数を含む問題、データの分析などで計
算力が必要な問題、また場合分けが容易でない問題もあり、傍
用問題集のＢ問題まで考慮に入れておく必要がある。特に、整
数に関しては難易度が高い問題が出題されることもある。

　　　 標準問題を、“例題の理解→練習問題による定着”で、確実に解けるようにする。

　各単元で使われている用語の意味、計算方法は、教科書の問
題、練習問題で確実に身に付けよう。
　問題は最後まで自力で解き、なんとなく分かったままで済ま
せないことが大切。最後に傍用問題集での類題演習で定着を図
ろう。また、共通テストより前のセンター試験の過去問は出題
形式、内容、難易度など共通するものが多く、定着の確認テス
トとして有効。
1数学Ⅰ
　数と式：式の展開、因数分解、有理化、対称式の扱い方など
は必須で、その他、整数部分、循環小数、1次不等式など偏り
なく学習しよう。
　集合と論証：特有の用語とその意味があるので基本問題で理
解できるようにしよう。また、この分野では、必要条件と十分
条件の判定で他分野での知識が必要になるので、そのつど復習
しておこう。
　2次関数：2次式の平方完成と頂点の求め方、グラフの書き
方は必須。さらに2次方程式の解、グラフと直線の共有点と判
別式の関係、グラフと不等式、最大値と最小値などから1つの
テーマが小問として出題されている。テーマに沿った複数の問
題を選択し、解く練習が有効になる。

　図形と計量：余弦定理、正弦定理、面積などが頻出。計算の
仕方と公式の使い方を覚えよう。三角比については式の値と相
互関係の利用などが融合され出題される。
　データの分析：平均、分散、標準偏差、相関係数の計算は必
須で正確ですばやい計算力が求められる。またデータ、箱ひげ
図から最頻値（モード）、中央値、四分位数などを読み取れる
ようにしておく。
2数学A
　場合の数と確率：場合分け、反復試行などでは、樹形図など
を利用し、すべてを重複なく整理できるようにしておく。点の
移動の確率、条件付き反復試行、余事象、和事象の確率法則な
ど多少難易度の高い問題も出題されるので、類題で手順の整理、
理解と定着を図る。
　整数の性質：最大公約数、最小公倍数などの基本問題が解け
るだけでなく不定方程式（2～3変数の方程式の整数解）の解
法まで学習しておこう。素数の性質、素因数分解は必須で、約
数の問題で利用される。
　図形の性質：単独で出題されていないが、数学Ⅰの図形と計
量との融合で必要とされる。中学の幾何の知識と共に復習整理
が必要な分野である。

傾向

対策

方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

学校推薦（前期）
11月 16日
問題▶p.32

［1］ 小問集合 根号を含む式の値、2次関数の係数とグラフの頂点、三角形の面積、三角比の相互関係、同じ
ものを含む円順列、記数法

［2］ 図形と計量 有名角の直角三角形での角度と辺の比、二等辺三角形の性質、三角比の計算

［3］ 確率 サイコロを投げたときの出た目の積に関する確率、余事象と和事象に関する確率法則

一般A
1月 25日
問題▶p.33

［1］ 小問集合 対称式の値、2次関数の係数とグラフの移動、三角比の相互関係、完全順列、円の接線と角度、
円周角と中心角

［2］ 図形と計量 正四面体の切り口での余弦定理と面積公式

［3］ 確率 重複順列、重複組み合わせに関する色々な設定での確率

一般 B
2月 13日
問題▶p.34

［1］ 小問集合 複2次式の因数分解、対称式の値、三角比の相互関係と正弦定理、確率変数の期待値、データ
の平均値と標準偏差

［2］ 2次関数 ｘ軸との共有点と係数の関係、最小値からの係数の決定

［3］ 場合の数 辞書式順序
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入試方式 学校推薦入試［前期］ 一般入試Ａ 一般入試Ｂ
試験日 11月16日 1月25日 2月13日

問題掲載頁 p.32 p.33 p.34
解説掲載頁 p.36 p.37 ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 3

9

3 4 1

9

2 8 1
5

4
3 1 8 2
4 3 2

9

1
5 ―

4
1 2

6 1 2 9
7 ―

5
1 2

3
8 3 0 3
9 2 2 9 1 3
10 1

4
4

9
1

311 1 4 8
12 4 2

9
3

13 5
5

4 2
914 4 3 5 4

15 6
9

7 5 5
16 0 1

9

2
917 7

9
1 9

18 8 1 4
19 2

3
4 3

5
20 3 5

9
0

21 1
3

3 1
5

22 5 4 1
23 3

5
1

9

6 9
24 2 0 4 9
25 3 5 2 9
26 3

8
2 1

9
27 2 5 3
28 6 6 2
29 6

8
2

9

5
30 2 1 4
31 4 5 5

9
32 3

7
1 1

33 4 2 3
34 1

7

3

9

4
35 1 5 2
36 3 2 6

9
37 6 0 2
38 1

7
4

39 8 8
40 1
41 1

7

42 0
43 1
44 2
45 1
46 6
47
48
49
50
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⑴　数学Ⅰ：数と式、根号を含む式の値� （難易度A）
解説）方針：（a－b）（a＋b）＝a2－b2　（a＋b）2＋（a－b）2＝

　　　　　　2（a2＋b2）　ab＝
ca
cbを使う。

4＋  3 
4－  3 ＋

4－  3 
4＋  3 ＝

（4＋  3 ）（4＋  3 ）
（4－  3 ）（4＋  3 ）＋

（4－  3 ）（4－  3 ）
（4－  3 ）（4＋  3 ）＝

2（42＋（  3 ）2）
42－（  3 ）2 ＝

38
13

⑵　数学Ⅰ：2次関数、放物線の頂点と2次関数の係数
� （難易度A）
解説）方針：�2次式の平方完成y＝a（x－p）2＋qと頂点の座標

（p　q）の関係を使う。
y＝2x2－4ax＋2a2－2＝2（x2－2ax＋a2）－2＝2（x－a）2－2→
頂点（a　－2）

y＝12 x
2＋x＋b＝12（x

2＋2x）＋b＝12（x＋1）
2＋b－12→

頂点 －1　b－12

より　頂点が一致⇔a＝－1，－2＝b－12↔b＝
－3
2

⑶　数学Ⅰ：図形と計量、面積公式、三角比の相互関係
� （難易度A）

解説）面積公式S＝12AB・AC・sin Aと相互関係sin
2 A＋cos2 A

＝1を使う。

S＝12AB・AC・sin A→3  11＝
4・6
2 sin A→sin A＝

  11
4 を

sin2 A＋cos2 A＝1に代入し，    114  
2

＋cos2 A＝1→

cos2 A＝ 516 また ∠Aが鋭角よりcos A＞0 だから cos A＝
  5 
4

⑷　数学A：場合の数と確率、同じものを含む円順列
� （難易度B）
解説）方針：�回転して重なる並べ方は同じ円順列になるから

1個の文字Oを1番上になる場合のみ考え、残
りのOの位置とO以外の文字の位置について場
合分けする。

①残りのOと上下対称 ②残りのOが2段目 ③残りのOが3段目
O
a　d
b　c
O

O
c　b
d　a
O

O
a　O
b　d
c

O
O　d
a　c
b

O
a　d
b　O
c

O
d　c
O　b
a

a，b，c，dに入る文字はO以外の4個で順列は4！＝24通り、
①については180°②と③についてはそれぞれ60°と120°の回
転で左が右に一致する。
①�　24通りの中に左と右のように2個ずつ互いに回転して重
なる組があり、2個で1通りだから円順列は　24÷2＝12
通り
②�　24＋24通りの中で左と右の組は回転して重なり、1組で
1通りの円順列だから24通り
③　②と同様に円順列は24通り
� 合計60通り

⑸　数学A：整数の性質、記数法� （難易度A）

解説）方針：4進法→10進法　の計算

　　　　　　ab.cd（4）→a×4＋b＋c4＋
d
42　などを使う。

0.32（4）→0＋34＋
2 
42 ＝

7
8

図１

⑴　直角形と三角比、2等辺三角形の性質� （難易度A）

解説）方針：有名角の辺の比、2等辺三角形の性質を使う。
＜有名角60°の鋭角を持つ直角三角形の辺の比＞
∠DBC＝90°∠BCD＝60°　より　⊿DBCにおいて　CD：
BC：DB＝2：1：  3 　これからCD＝2BC＝2  3 　を得る。
＜2等辺三角形の底角定理；2個の底角が等しい⇔2等辺三
角形＞
∠ACB＝180°－90°－15°＝75°、∠ACD＝∠ACB－∠BCD
＝75°－60°＝15°で∠DAC＝∠DCA（＝15°）より　⊿DAC
はAD＝CD＝2  3 　の2等辺三角形になる。また、DB＝�
  3 BC＝3でもあるからAB＝AD＋DB＝3＋2  3 　を得る。
⑵　三平方の定理、2重根号の開平� （難易度B）
解説）方針：�⊿ABCでの三平方の定理と2重根号の開平公

式；  a＋b＋2  ab＝  a +  b を使う。
⊿ABCでの三平方の定理よりAC2＝（3＋2  3 ）2＋（  3 ）2＝9＋
12  3 ＋12＋3＝24＋12  3
開平公式を使う為　12  3 ＝2・6  3 ＝2  62・3＝2  18×6
24＝18＋6　と変形し
AC2＝18＋6＋2  18×6→AC＝  18＋6＋2  18×6＝  18＋  6
＝3  2＋  6

⑶　直角三角形と三角比� （難易度A）
解説）方針：三角比の定義を使う。
直角三角形ABCにおいて

sin 15°＝sin ∠CAB＝BCAC＝
  3 

3  2 ＋  6 ＝
  3 （3  2 －  6 ）

（3  2 ＋  6 ）（3  2 －  6 ） 

＝ 3  6 －3  2 12 ＝   6 －  2 4

⑴　余事象の確率法則、整数の性質� （難易度A）
解説）方針：余事象を使う。2つのサイコロの目をa，bとする。
2つのサイコロを投げるときの結果の全体は62＝36通り、
“abが2で割り切れる”の余事象は“abが奇数↔aとbが共に
奇数1，3，5のどれか”

余事象は32＝9通りで確率は 936＝
1
4から“abが2で割り切れる”

確率＝1－14＝
3
4 “abが5で割り切れる”の余事象は“aとbが

共に1，2，3，4，6のどれか”

余事象は52＝25通りで確率は 25
36から“abが5で割り切れる”

確率＝1－2536＝
11
36

⑵　和の確率法則と余事象の確率法則、整数の性質（難易度B）
解説）方針：和と余事象の確率法則を使う。
記述を整理する為、次の記号を使う：事象Aの余事象、確率
をそれぞれ記号A、P（A）で、4個のサイコロを投げるとき、
出た目の積が自然数mで割り切れる事象を記号Amで表す。
目の積が2でも5でも割り切れない事象はA2∩A5、目の積が
10で割り切れる事象は2でも5でも割り切れる事象だから
A2∩A5で表せる。

A2；4つの目は、｛1，3，5｝の元で、1－P（A2）＝P（A2）＝3
4

64＝
81
1296

↔P（A2）＝12151296

A5；4つの目は、｛1，2，3，4，6｝の元で、1－P（A5）＝P（A5)＝5
4

64＝

625
1296↔P（A5）＝

671
1296

A2∩A5；4つの目は、｛1，3｝の元で　P（A2∩A5）＝2
4

64＝
16
1296＝

1
81

ド・モルガンの法則より　A2∩A5＝A2∪A5　だから　P（A2∪A5）
＝1－P（A2∩A5)で　これを　和の確率法則P（A2∪A5）＝P（A2）
＋P（A5）－P（A2∩A5）の左辺に代入すると1－P（A2∩A5）＝P（A2）
＋P（A5）－P（A2∩A5）　が導かれA10＝A2∩A5だからこの等式に

上の結果を代入し、1－ 161296＝
1215
1296＋

671
1296－P（A2∩A5）↔�

P（A10）＝P（A2∩A5）＝101216

［1］　小問集合

［2］　数学Ⅰ：図形と計量
C 

A D B 

［3］　数学A：場合の数と確率、和の確率法則、余事象の確率
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⑴　数学Ⅰ：数と式、対称式の値� （難易度B）
解説）方針：恒等式x3＋y3＝（x＋y）3－3xy（x＋y）でx＝α，y

　　　　　　＝ 1α→xy＝1として使う。

α＝ 2
3－  5 ＝

2（3＋  5 ）
（3－  5 ）（3＋  5 ）＝

2（3＋  5 ）
4 ＝ 3＋  5 2 　 1α＝

3－√5
2 　より、α＋ 1α＝

3＋  5 
2 ＋ 3－  5 2 ＝3，α3＋ 1 α3＝

 α＋ 1α 
3

－3 α＋ 1α ＝3
3－3×3＝18

⑵　数学Ⅰ：2次関数、平行移動と係数� （難易度B）
解説）方針：�頂点の座標（p　q）と形を表す係数a↔方程式y＝

a（x－p）2＋q　を使う。
y＝2x2＋4x－5＝2（x＋1）2－7⇒頂点の座標（－1　－7）、形を
表す係数2
x軸方向に－2、ｙ軸方向に－1だけ平行移動し、さらにｙ軸
に関し対称移動したとき、
曲線の形は変わらない⇒形を表す係数は2のままで、
頂点の座標の変化は⇒（－1　－7）→（－1　－7）＋（－2　－1）
＝（－3　－8）→（3　－8）
従って、方程式は　y＝2（x－3）2－8＝2x2－12x＋10
⑶　数学Ⅰ：図形と計量、三角比の相互関係� （難易度B）
解説）方針：�相互関係；sin2θ＋cos2θ＝1→sin2θ＝1－�

cos2θ＝（1－cosθ）（1＋cosθ）を使う。
sin2θ
1－cosθ＝1＋cosθ，

sin2θ
1＋cosθ＝1－cosθ→

sin2θ
1－cosθ＋

sin2θ
1＋cosθ＝1＋cosθ＋1－cosθ＝2

⑷　数学A：場合の数と確率、完全順列� （難易度C ）
解説）方針：�人数が少ない場合に帰着する。5人を記号a1，

a2，a3，a4，a5で表し、a5がもらったプレゼントをai
（i∈｛1，2，3，4｝）とする。そこで、aiがもらうプ
レゼントがa5が持ってきたプレゼントか否かで
分けて考える。

ⅰ）aiがa5のプレゼントをもらう場合；aiとa5がプレゼントを
交換し、残り3人で自分が持参したプレゼントをもらわない
ように交換する場合である。3人を新しくb1，b2，b3、それぞ
れのプレゼントを1，2，3とすると交換方法は次の2通りであ
る。
3人b1，b2，b3の交換方法の表（交換後のプレゼントは縦に読む）
b1 2 3
b2 3 1
b3 1 2

ⅱ）aiがa5のプレゼントをもらわない場合；aiとa5がプレゼン
トを交換し、aiがa5のプレゼントをもっている状態の4人a1，
a2，a3，a4で、誰も自分が持っているプレゼントをもらわない
ような交換方法である。4人a1，a2，a3，a4が持っているプレゼ
ントを1，2，3，４として交換後のプレゼントは次のように9通
りになる。
4人a1，a2，a3，a4の交換方法の表（交換後のプレゼントは縦に
読む）
a1 2 3 4
a2 1 3 4 1 4 1 3
a3 4 4 1 4 1 2 2 1 2
a4 3 1 3 2 2 1 3 2 1

各aiについてⅰ）とⅱ）の合計2＋9＝11通りで、ai（i∈｛1，2，3，
4｝）は4通りだから11×4＝44通り
⑸　数学A：図形の性質、円周角と中心角、接線と半径
� （難易度A）
図

解説）方針：�円周角と中
心角、接線
と半径との
関係を使う。

円周角と中心角の関係；∠AOC＝2∠ABCより
∠POA＝∠AOC＝66°
接線と半径の関係；OA⊥APより∠PAO＝90°
だから三角形POAの内角の和を考えて
∠APC＋66°＋90°＝180°⇒∠APC＝24°

⑴　余弦定理� （難易度A）
解説）方針：�⊿AEF、⊿AFG、⊿AGEで余

弦定理また∠BAC＝∠CAD＝
∠DAB＝60°を使う。

⊿AEF、⊿AFGでの余弦定理より
EF2＝12＋22－2・1・2・cos 60°＝3→EF＝  3 

FG2＝22＋32－2・2・3 cos 60°＝7→FG＝  7 
⑵　余弦定理� （難易度A）
解説）方針：GEの長さを求め⑴の結果も用いて、⊿EFGで
の余弦定理を使う。
⊿AGEでの余弦定理より、GE2＝12＋32－2・1・3 cos 60°＝7→
GE＝  7 

⊿EFGでの余弦定理より、cos∠FGE＝FG
2＋GE2－EF2
2・FG・GE ＝

7＋7－3
2  7   7 ＝

11
14

⑶　面積公式� （難易度A）
解説）方針：�相互関係　cos2∠FGE＋sin2∠FGE＝1　と⑵

から　sin∠FGEを求め、

　　　　　　面積公式　S＝12FG・GE・sin∠FGEを使う。

相互関係cos2∠FGE＋sin2∠FGE＝1　と　0°<θ<180°→sin
∠FGE＞0　だから、⑵を使い、sin∠FGE＝  1－cos2∠FGE

＝   1－ 1114  
2

＝ 5  3 14 で、

面積公式より　S＝12FG・GE・sin∠FGE＝
1
2・  7

 ・  7 ・5  3 14 ＝

5  3 
4

⑴　順列の確率� （難易度A）
解説）方針：�全体の数は8通りが4回繰り返す重複順列の数、

場合の数は8個の異なる番号から4個を選び順
に並べる順列の数

確率は　8P4
84 ＝

8×7×6×5
8×8×8×8＝

105
256

⑵　同じものを含む順列の確率� （難易度B）
解説）方針：�異なる2種類の番号の選択；8個の異なる番号

から2個の番号の組み合わせ
　　　　　　�異なる2種類の番号の並べ方；同じものを含む

ときの重複順列

場合の数は　8C2× 4!
2!・2!＝28×6＝168　通りだから、確率は

168
84  ＝

21
512

⑶　順序指定の並べ方⇔組み合わせの確率� （難易度B）
解説）方針：�小さい順＝順番の指定＝組み合わせの数と考え

る。
8個の異なる番号から4個を選べば、小さい順の並べ方は1
通りだから場合の数は

8C4＝8×7×6×54×3×2×1＝70　通りで、確率は　
70
84 ＝

35
2048 

［1］　小問集合

A

B C P

［2］　数学Ⅰ：図形と計量、空間図形での余弦定理と面積

AE

F G

B D

C

［3］　数学A：場合の数と確率、反復試行と重複順列の確率
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　　　 化学基礎・化学の内容から、あるテーマについての問題がピンポイントで出題される。

1出題形式

　大問数は学校推薦入試が7問、一般入試Ａ、Ｂが6問であり、

学校推薦入試は「化学基礎」から、一般試験Ａ、Ｂは「化学基

礎」および「化学」からの出題である。ただし、一般入試Ａで

は「化学」の理論分野からの出題は見られない。解答形式はす

べてマーク式であり、解答数がとても多いが、そのほとんどが

基礎的な知識を問う問題であるため、解答にそこまで時間がか

かるというわけではない。計算問題も出題されてはいるが、易

しい問題であるため、時間を要することはないだろう。

2出題内容

　学校推薦入試は化学基礎全分野から、一般入試は化学基礎お

よび化学からさまざまな内容がまんべんなく出題されている。

特に、原子の構造、化学結合など「物質の構成」に関する問題

が多く出題されているため、重点的に対策しておく必要がある

だろう。また、一般入試では「芳香族化合物」や「高分子化合

物」などの内容まで問われた。全体として知識選択問題が多く

出題されているため、計算問題の比率は小さく、その内容も易

しいものであった。

3難易度

　問題は、基礎レベルの問題が多く出題されているため、教科

書をきちんと学習しておけば、十分解答できるだろう。また、

計算問題に関しては、教科書の問や章末問題が解ければ、解答

できるだろう。

　　　 教科書の内容を正確に理解し、問題演習を通して計算問題にも慣れておこう。

1教科書の内容を正確に理解しよう

　学校推薦入試、一般入試ともさまざまな単元から出題される

が、いずれも基礎レベルの問題である。まずは、教科書を熟読

し、理解することで、出題される可能性のある全範囲に対する

基礎力をつける必要があるだろう。知識問題、計算問題いずれ

も教科書の内容をきちんと理解していなければ解答することは

できない。覚えるべき内容はきちんと暗記し、知識をつけるこ

とが最も重要である。

2計算は問題をこなすことで定着させよう

　計算問題は苦手な受験生も多いため、きちんと対策しておく

必要がある。出題された計算問題のほとんどが、教科書の例題

レベルの問題であるため、教科書を読み各単元の計算問題の解

法を理解し、その後、問題演習をこなすことで解法を定着させ

ていくのが良いだろう。

3中学校の教科書も読み直しておこう

　問題の一部には、中学校の理科の知識を必要とする問題も出

題されている。高等学校の化学は中学校の内容が定着していな

ければ理解できないため、中学校の理科の内容に不安がある場

合は、中学校の教科書を読み直しておくとよい。

4過去問演習を通して問題に慣れよう

　一通り教科書学習を終えた後は、過去問を使った演習を行う

ことで問題に慣れていこう。問題を解くことで、教科書の内容

を学習し直せる上に、自分自身が定着していない、いわゆる

「抜け」を見つけだすこともできる。また、間違えた問題は、

試験本番で正解できるようにしっかり復習しておこう。さらに、

計算問題など、苦手意識をもつ単元については、再び教科書を

読んだり、問題を解いたりし、苦手意識をなくしておこう。形

式の似ている一般入試の問題を解くことも対策になる。

傾向

対策

方式 問題番号 出題分野 出題内容 問題番号 出題分野 出題内容

学校推薦（前期）
11月 16日

問題▶p.39 ～ 41

【1】 理論 化学結合 【5】 理論
同位体、相対質量、イオン結晶の性質、
化学反応の量的関係、溶液の濃度、
pH

【2】 理論 中和滴定実験 【6】 理論 金属の酸化還元反応

【3】 理論 化学反応の量的関係 【7】 理論 酸化数

【4】 理論 酸化還元反応

一般Ａ
1月 25日

問題▶p.41 ～ 43

【1】 理論 電子配置、分離・精製 【4】 無機 物質の保存法

【2】 理論 原子量、物質量 【5】 有機 炭化水素、官能基

【3】 理論 中和滴定実験 【6】 有機 糖類

一般Ｂ
2月 13日

問題▶p.43 ～ 45

【1】 理論 純物質と混合物、電子配置、原子の
構造、結晶の性質 【4】 無機 硫酸、アルカリ金属、遷移元素

【2】 理論 溶液の濃度、中和反応、酸化還元反応、
化学平衡 【5】 有機 官能基、炭化水素、芳香族化合物の

分離

【3】 理論 物質の三態、気体の圧力、固体の溶
解度 【6】 有機 糖類、タンパク質、合成繊維
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化 学 問題　一般A
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化 学 解答

46

入試方式 学校推薦入試［前期］ 一般入試Ａ 一般入試B
試験日 11月16日 1月25日 2月13日

問題掲載頁 p.39 ～ p.41 p.41 ～ p.43 p.43 ～ p.45
解説掲載頁 p.47 p.48 ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 4 3 5 2 2 2
2 2 3 4 2 3 2
3 8 3 9 2 1 2
4 1 3 0 2 4 2
5 6 3 7 2 2 2
6 6 3 2 2 5 2
7 4 3 6 2 4 2
8 5 3 5 2 4 2
9 3 3 2 2 2 2
10 2 3 4 2 1 2
11 5 2 2 2 4 2
12 3 2 9 2 3 2
13 4 2 4 2 4 2
14 6 2 7 2 3 2
15 7 2 6 2 5 2
16 3 2 2 3 3 2
17 8 2 4 3 6 2
18 3 3 5 3 2 2
19 4 3 5 2 1 2
20 3 3 1 2 4 2
21 1 3 2 2 2 2
22 4 3 3 2 4 2
23 7 3 4 3 3 2
24 2 3 6 2 5 2
25 4 3 1 2 1 2
26 3 3 8 2 2 2
27 3 3 5 2 3 2
28 5 2 2 2 4 2
29 6 2 8 2 2 2
30 7 2 0 2 3 2
31 8 2 6 2 1 2
32 1 2 3 2 4 2
33 2 2 2 2 5 2
34 3 2 5 2 2 2
35 4 2 2 3 3 2
36 5 2 4 3 1 2
37 5 2 5 3 5 2
38 7 2 3 3 2 2
39 8 2 6 3 3 2
40 7 2 9 2 1 2
41 5 2 1 2
42 4 2 4 2
43 1 2 3 2
44 8 2 2 2
45 2 3 6 2
46 4 2
47 3 2
48 5 2
49 5 2
50 2 2

順不同

順不同

順不同

順不同

順不同
順不同
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　イオン結合は、陽イオンと陰イオンが静電気的な引力で結び
ついた結合である。
　共有結合は、非金属元素の原子同士が、価電子を共有して共
有電子対をつくることで結合する。配位結合は、一方の原子か
ら与えられた非共有電子対を共有することで生じる結合である。
　金属結合は、金属原子の価電子が、自由電子となり、原子同
士を結び付ける結合である。

⑴　溶液を正確にはかりとるための実験器具は、ホールピペッ
トである。
　�　溶液をつくったり薄めたりするときに使う実験器具は、メ
スフラスコである。
　�　溶液を滴下し、その体積を測定するための実験器具はビュ
レットである。
⑵　メスフラスコ、コニカルビーカーは純水で洗いそのまま使
う。ビュレット、ホールピペットは、中に入れる溶液で洗い
そのまま使う（共洗い）。いずれの実験器具も正確な体積目
盛りがついているため、加熱乾燥してはならない。
⑶　弱酸と強塩基の中和滴定では指示薬としてフェノールフタ
レインを加える。中和点が弱塩基性となるため、溶液が無色
からうすい赤色（淡赤色）になったところを滴定の終点とす
る。

　プロパンを完全燃焼するときの化学反応式は以下のように表
される。
C3H8＋5O2→3CO2＋4H2O

これより、プロパン1 molを完全燃焼させると5 molの酸素が消
費され、3 molの二酸化炭素と4 molの水が生じることがわかる。

　硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液に過酸化水素を加えた
ときの、酸化剤、還元剤の反応は以下のように表される。
Cr2O72－＋14H＋＋6e－→2Cr3＋＋7H2O　…⑴
H2O2→O2＋2H＋＋2e－　…⑵
　⑴＋⑵×3より、6e－を消去すると、以下のような化学反応式
が得られる。
Cr2O72－＋3H2O2＋8H＋→2Cr3＋＋3O2＋7H2O

⑴　同位体（アイソトープ）とは、原子核を構成する陽子の数
は同じであるが、中性子の数が異なる原子である。
⑵　質量数12の炭素原子（12C）１個の質量を12と定めたとき
の原子１個あたりの質量を相対質量という。
⑶　イオン結晶は、固体の状態ではイオンが固定されているた
め電気を通さないが、水溶液にするか融解するとイオンが移
動できるようになるため、電気を通す。
⑷　一酸化窒素と酸素の反応の化学反応式は以下のように表さ

れる。
　2NO＋O2→2NO2

　�　同温・同圧では、気体の体積と物質量は比例するため、反
応する各物質の体積は係数と比例する。よって、一酸化窒素

　2.4 Lと反応する酸素の体積は、一酸化窒素の12倍であるため、

2.4×12＝1.2 L

　�となる。また、生成する二酸化窒素の体積は、一酸化窒素と
等しい2.4 Lである。

⑴　8種類の金属（Ca、Ag、Fe、Pb、Cu、Zn、Au、Sn）の中で、
着色しているものはCu、Auの2種類である。

　�　常温の水と激しく反応するものはCaのみ、高温の水蒸気
と反応するものはFe、Znの2種類である。また、希塩酸に
は溶けないが希硝酸には溶けるものはイオン化傾向がH2よ
り小さいAg、Cuと、希塩酸中で不溶性の被膜を生じるPbで
ある。さらに、イオン化傾向のとても小さいAuは希塩酸、
希硝酸には溶けないが、王水には溶ける。Feは不動態とな
るため濃硝酸には溶けないが、希塩酸には溶ける。

　�　AgとPbで電池をつくると、イオン化傾向の大きいPbが負
極となり、イオン化傾向の小さいAgが正極となる。

⑵　AlもFe同様、不動態となるため、濃硝酸には溶けにくい。

　求める酸化数をxとすると、各原子の酸化数は以下のように
求められる。
⑴　｛x＋（－2）×2＋1｝×2＝0
x＝＋3

⑵　1＋x＋（－2）×3＝0
x＝＋5

⑶　（＋1）×2＋2x＋（－2）×7＝0
x＝＋6

⑷　（＋1）×3＋x＋（－2）×4＝0
x＝＋5

【１】

【２】

【３】

【４】

【５】

【６】

【７】
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問1�　電子殻に収容できる電子の最大数はK殻が2個、L殻が
8個、M殻が18個である。電子を9個もつフッ素F原子で
は、K殻に2個、L殻に7個の電子が収容される。また、
電子を15個もつリンP原子では、K殻に2個、L殻に8個、
M殻に5個の電子が収容される。原子中に存在する電子の
うち、最も外側の電子殻に配置される電子を、最外殻電子
という。

問2Ａ�　少量の不純物を含む結晶を、高温で溶解させた後に冷
却することで、純粋な結晶を得る操作を再結晶という。

　　Ｂ�　ある物質を特定の溶媒に溶かし出して分離する操作を
抽出という。

　　Ｃ�　メタノールを含む水溶液を加熱し、純度の高いメタ
ノールを得る操作を、蒸留という。

　　Ｄ�　昇華性のある物質を加熱し昇華させて分離する操作を、
昇華法という。

問1　最も軽い原子は水素である。
　　　ウラン原子1個の質量は、以下のように求められる。

　　  238.0  
6.0×1023≒4.0×10

－22 g

　　�　質量数12の炭素原子（12C）１個の質量を12と定めたと
きの原子１個あたりの質量を相対質量といい、天然に存在
する同位体の相対質量の平均値を原子量という。分子の場
合は分子式にもとづいて、構成元素の原子量の総和が求め
られ、これを分子量という。

問2🄐�　0℃、1.013×105 Paにおいて2.8 Lの体積を占める気
体の物質量は、

　　 2.822.4＝0.125 mol

　　　その分子数は、
　　0.125×6.0×1023＝7.5×1022個

　　🄑　この気体が酸素であるときの質量は、
　　0.125×32＝4.0 g
　　🄒　この気体が11 gであるときの分子量をMとすると、

　　11M＝0.125

　　M＝88

Ａ　器具Ｘは、一定体積の液体を正確にはかり取るときに使う
実験器具であるホールピペットである。
　�　器具Ｙは滴定のとき溶液の受けとなるコニカルビーカーで
ある。
　�　器具Ｚは溶液を滴下し、その体積を測定するための実験器
具のビュレットである。
Ｂ　水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度をx〔mol/L〕とする。

2×0.10×10.01000＝1×x×
12.5
1000

x＝0.16 mol/L
Ｃ　希釈する前の酢酸のモル濃度をy〔mol/L〕とする。

1× y10×
10.0
1000＝1×0.16×

9.0
1000

x＝1.44 mol/L

⑴　ナトリウムは水や空気中の酸素と反応するため、石油中に
保存する。

⑵　黄リンは空気中で自然発火するため、水中に保存する。
⑶　ピクリン酸は衝撃や熱で爆発するため、少量に分けて冷暗
所で保存する。

⑷　臭素は揮発性で腐食性液体のため、アンプル中に保存する。
⑸　臭化銀は光によって分解するため、褐色ビンに保存する。

問1�　有機化合物は炭素、水素、酸素を主な構成成分とする化
合物である。炭素と水素から構成される化合物を炭化水素
という。炭素原子間の結合がすべて単結合の炭化水素を飽
和炭化水素という。鎖式炭化水素のうち、炭素間二重結合
を1個もつものをアルケン、炭素間三重結合を1個もつも
のをアルキンという。また、化合物の性質において影響を
与える特定の基を官能基という。

問2�　脂肪族化合物で－OH（ヒドロキシ基）をもつ化合物を
アルコール、－NH2（アミノ基）をもつ化合物をアミン、
炭素原子間にC＝O（カルボニル基）をもつものをケトン
という。

問1�　炭水化物は分子式がCm（H2O）nで表される。単糖は糖類
の基本単位であり、環状構造をとる単糖は水溶液中で一部
開環し、－CHO（ホルミル基）をもつ鎖状構造に変化す
るため、還元性を示す。二糖は、2分子の単糖がグリコシ
ド結合で結びついたものである。多数の単糖が縮合重合し
た多糖にはデンプンやセルロースがあり、デンプンはアミ
ロースという直鎖状のらせん構造をもつものと、アミロペ
クチンという枝分かれ構造をもつものがある。デンプンは
ヨウ素デンプン反応により青紫色に呈色するため、デンプ
ンの検出反応として用いられる。

問2�　スクロースはα－グルコースとβ－フルクトースの還元
性を示す部分どうしで結合した二糖であるため、還元性を
示さない。

【１】

【２】

【３】

【４】

【５】

【６】
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

基礎学力入試
10月 19日

問題▶p.50 ～ 52

【1】 生物の特徴 生物の共通性、光学顕微鏡、組織・器官、細胞小器官、ホルモン

【2】 遺伝子とその働き 細胞周期、DNAの塩基組成、体細胞分裂の観察法、巨大染色体

【3】 体内環境の維持 心臓の構造、ペースメーカー（洞房結節）

【4】 体内環境の維持 血しょうの構成成分、ヒトの血液の細胞成分とその働き

学校推薦（前期）
11月 16日

問題▶p.52 ～ 54

【1】 生物の特徴 生物の共通性、代謝とATP、細胞小器官

【2】 遺伝子とその働き ヌクレオチドの構造、DNAとRNAの特徴、遺伝情報の発現、DNAの塩基組成

【3】 体内環境の維持 白血球、獲得免疫、Ｔ細胞とＢ細胞の特徴、アレルギー、AIDS

【4】 体内環境の維持 交感神経の働き、交感神経と副交感神経の起点

学校推薦（中期）
12月 7日

問題▶p.55 ～ 56

【1】 生物の特徴 代謝とATP、酵素の性質と働き

【2】 遺伝子とその働き DNAの構造、遺伝情報の発現、DNAの研究史、DNAの塩基組成

【3】 体内環境の維持 血液凝固のしくみ

【4】 体内環境の維持 中枢神経系と末梢神経系の分類

一般Ａ
1月 25日

問題▶p.56 ～ 58

【1】 生物の進化 人類の起源と進化、人類のアフリカからの拡散、人類の特徴

【2】 生命現象と物質 呼吸の反応経路、酸化的リン酸化、呼吸の反応式、呼吸商

【3】 遺伝情報の発現 真核生物における遺伝子の発現調節、細胞周期、分化

【4】 動物の環境応答 骨格筋の構造と筋収縮、反射弓

一般Ｂ
2月 13日

問題▶p.59 ～ 60

【1】 生物の特徴 原核細胞と真核細胞、細胞内共生説

【2】 生命現象と物質 呼吸と発酵の過程、酵母菌の呼吸

【3】 遺伝子を扱う技術 遺伝子組換え技術、PCR法

【4】 動物の環境応答 眼の構造と働き、耳の構造、活動電位

49

　　　 「基礎学力」「推薦」は生物基礎、「一般」は生物基礎・生物の多くの分野から出題。基本的な知識が問われる。
1出題形式
　大問4題の構成で、すべてマーク式である。令和8年度では、
解答数は50個であった。語句選択・数値選択・組合せ選択・文
章選択・正誤判定などさまざまな形式で出題されている。選択
肢の数は最小で3、最大で10のものもあった。
2出題内容
　「基礎学力」「推薦」は生物基礎の多くの分野から出題されて
いる。令和8年度では「生物の特徴」「遺伝子とその働き」「体
内環境の維持」から出題された。また、「一般」は生物基礎と
生物の多くの分野から出題されている。令和8年度では「生物
の特徴」「生物の進化」「生命現象と物質」「遺伝情報の発現」
「遺伝子を扱う技術」「動物の環境応答」）から出題された。
　問題の構成は、教科書レベルの基本的な知識問題が中心であ
る。計算力が問われる問題も出題されてはいるが、それらはす
べて教科書で取り扱いのある内容をもとにした基本的な問題で

あり、初見の資料を解析・考察する問題ではなかった。
3難易度
　基本的な問題がほとんどで、教科書をきちんと理解していれ
ばほぼ解答できる。問題文を正確に読み進め、確実に得点する
ようにしたい。試験時間に対する問題量も多くはないので、落
ち着いて丁寧に解答したい。高得点での競い合いになる可能性
が高いので、わずかな失点も命取りになりかねない。細胞周期
のＧ0期、巨大染色体の大きさ、滑面小胞体の働き、ネアンデ
ルタール人のヨーロッパ進出に関する問題など、教科書によっ
ては応用・発展として扱っている内容が問われることもあるの
で、教科書や資料集のコラムや参考・発展にも忘れずに目を通
しておこう。
　正誤判定問題については、難易度は教科書レベルではあるが、
紛らわしい選択肢を判断させる問題も出題されているので、教
科書の内容を正確に理解しておく必要がある。

　　　 教科書の内容を確実に理解し、問題集や過去問で演習を積もう。
1教科書の基礎知識を確実に
　基礎知識が問われる問題が多い。教科書を使った学習では、
内容を正確に理解し、覚えるようにしよう。その際には、教科
書で太字になっている用語だけをただ暗記するのではなく、周
囲の説明をよく読んで、重要用語の定義を正しく理解するとと
もに、周辺事項と関連づけると記憶が定着しやすくなるだろう。
一通り内容を押さえたら、曖昧な知識では答えられない文章選
択・正誤判定問題などに対応するためにも、生物用語を簡単に
自分で説明できるようにしておくとよい。
2計算問題の対策をしよう
　令和8年度では細胞周期、DNAの塩基組成、遺伝情報の発
現、呼吸の反応式、酵母菌の呼吸に関する計算問題が出題され
た。計算自体が難しいものではないが、何を求められているの
か問題の意図を正しく読み取る力を養うことがポイントとなる。

公式は暗記に頼らず意味を理解しておくことが重要である。頻
出の計算問題からの出題であるので、問題集で繰り返し演習し
よう。
3問題演習に取り組んでいこう
　知識の定着は繰り返し覚えることだけでなく、問題演習を通
じてアウトプットすることによってより確実なものになってい
く。教科書傍用問題集などの基本～標準レベルの問題集に数多
く取り組み、基礎知識を確実に習得しよう。
　また、教科書の内容を中心とした基本的な形式の出題である
ため、過去と同じ単元から出題された場合、結果的に似たよう
な出題になる可能性が高い。そのため、過去問の演習は非常に
効果的である。過去問演習を十分に行い、間違えた問題は自分
の力で解けるようになるまで繰り返し取り組むようにしよう。

傾向

対策
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生 物 問題　学校推薦（前期）
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問題　一般A
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入試方式 基礎学力入試 学校推薦入試［前期］ 学校推薦入試［中期］
試験日 10月19日 11月16日 12月7日

問題掲載頁 p.50 ～ p.52 p.52 ～ p.54 p.55 ～ p.56
解説掲載頁 ― p.63 ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 8 2 8 2 6 2
2 5 2 3 2 3 2
3 2 2 1 2 9 2
4 0 2 4 2 4 2
5 3 2 9 2 5 2
6 9 2 6 2 5 2
7 1 2 7 2 8 2
8 7 2 2 2 0 2
9 4 2 0 2 9 2
10 3 2 5 2 6 2
11 3 2 3 2 2 2
12 3 2 9 2 7 2
13 4 2 6 2 4 2
14 2 2 8 2 5 2
15 5 2 1 2 8 2
16 1 2 3 2 2 2
17 2 2 3 2 5 2
18 4 2 2 2 9 2
19 1 2 1 2 2 2
20 8 2 1 2 6 2
21 7 2 3 2 8 2
22 6 2 1 2 4 2
23 5 2 4 2 7 2
24 4 2 5 2 0 2
25 2 2 3 2 3 2
26 3 2 2 2 2 2
27 6 2 2 2 6 2
28 3 2 7 2 4 2
29 2 2 2 2 7 2
30 1 2 3 2 3 2
31 5 2 2 2 0 2
32 1 2 4 2 9 2
33 4 2 3 2 2 2
34 3 2 3 2 5 2
35 2 2 4 2 6 2
36 1 2 1 2 3 2
37 3 2 2 2 4 2
38 2 2 3 2 9 2
39 4 2 1 2 5 2
40 1 2 2 2 1 2
41 4 2 1 2 2 2
42 2 2 3 2 3 2
43 2 2 1 2 4 2
44 3 2 5 2 7 2
45 1 2 1 2 8 2
46 8 2 2 2 9 2
47 6 2 4 2 2 2
48 7 2 6 2 3 2
49 2 2 4 2 1 2
50 3 2 5 2 4 2

順不同

順不同

順不同

順不同

順不同 順不同
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入試方式 一般入試Ａ 一般入試Ｂ
試験日 1月25日 2月13日

問題掲載頁 p.56 ～ p.58 p.59 ～ p.60
解説掲載頁 p.64 ―
設問番号 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 4 2 3 2
2 3 2 8 2
3 2 2 7 2
4 2 2 2 2
5 5 2 4 2
6 4 2 8 2
7 1 2 2 2
8 3 2 6 2
9 4 2 5 2
10 2 2 3 2
11 1 2 7 2
12 2 2 4 2
13 2 2 1 2
14 7 2 1 2
15 5 2 3 2
16 2 2 2 2
17 1 2 1 2
18 4 2 3 2
19 3 2 5 2
20 9 2 1 2
21 4 2 3 2
22 3 2 1 2
23 5 2 4 2
24 6 2 9 2
25 4 2 3 2
26 5 2 1 2
27 2 2 2 2
28 6 2 6 2
29 0 2 2 2
30 3 2 3 2
31 1 2 1 2
32 8 2 8 2
33 3 2 2 2
34 2 2 8 2
35 4 2 1 2
36 3 2 6 2
37 1 2 5 2
38 3 2 0 2
39 6 2 7 2
40 5 2 5 2
41 7 2 1 2
42 1 2 5 2
43 2 2 3 2
44 4 2 4 2
45 3 2 6 2
46 2 2 7 2
47 1 2 2 2
48 3 2 4 2
49 2 2 1 2
50 4 2 5 2

順不同

順不同
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問1　ア～エ　原核細胞と真核細胞は次の通り。
　＜原核細胞＞

　＜真核細胞＞

オ～コ　同化と異化の違いは次の通り。
・同化：�エネルギーを用いて、単純な物質から複雑な物質

を作り出す過程。光合成など。
・異化：�複雑な物質を分解して、エネルギーを取り出す過

程。呼吸など。

問1　⑴⑵　ヌクレオチド鎖は次の通り。

　　⑶�　ア主に細胞質基質に含まれ、分子量が3～ 200万の核
酸はRNAである。DNAは主に核内に含まれ、分子量は
100万～ 10億である。エDNAの塩基配列にはタンパク
質の情報が含まれ、それ元に、mRNAやtRNAやrRNA
といったRNAによってタンパク質が合成される。カ多

数のアミノ酸によって構成されているのは、DNAや
RNAといった核酸ではなく、タンパク質である。

問2�　〔2〕　ATACGGTGGGCTが写し取られて合成される
mRNAの塩基配列はUAU/GCC/ACC/CGAである。それ
ぞれのコドンに対応するアミノ酸は、遺伝暗号表よりチロ
シン（UAU）－アラニン（GCC）－トレオニン（ACC）
－アルギニン（CGA）である。

問3�　アコドンが64種類あることから、1種類のコドン（AUG）
に対応するメチオニンを指定する確率は64分の1である。
イセリンを指定するコドンが6種類であることから、セリ
ンを指定する確率はメチオニンを指定する確率の6倍であ
る。

問4�　⒜DNA中のアデニンとチミン、グアニンとシトシンの
数がそれぞれ等しいことから、全塩基の28％がグアニンで
あるDNAの場合、アデニンの割合は（100％－28％×2）
÷2＝22％となり、このDNA中に存在するアデニンの数
は450塩基対×2×0.22＝198である。⒝このDNAの片方の
鎖の80％の領域を元にmRNAが合成された場合、ここか
ら450塩基対×0.8÷3＝120個のアミノ酸が連なったタン
パク質が合成される。

問1　白血球の中で最も多くを占めるのは好中球である。
問2�　獲得免疫において、樹状細胞から抗原提示を受ける細胞
はヘルパーＴ細胞などのＴ細胞である。

問3�　B血液凝固に関与するのは血小板である。CH臓器移植
の拒絶反応などの細胞性免疫に関与するのはヘルパーＴ細
胞やキラーＴ細胞などのＴ細胞である。D抗体を産生する
能力を有する形質細胞に分化するのはＢ細胞である。F胸
腺で分化・成熟するのはＴ細胞である。Ｔ細胞の名前の由
来は胸腺（Ｔhymus）である。G骨髄で分化・成熟するの
はＢ細胞である。Ｂ細胞の名前の由来は骨髄（Bone 
marrow）である。

問1　自律神経のはたらきは次の通り。

問2　交感神経と副交感神経の違いは次の通り。

【1】

⑴ 生物の共通性

①細胞を基本単位とする。

②代謝を行い，生命活動に必要なエネルギーや物質を生産する。

・ATP(アデノシン三リン酸)をエネルギーの仲立ちとする。

・代謝により体内環境を一定の範囲に保つ。

③遺伝情報（DNA）をもち，子孫に伝える。

註；ウイルスは次のような特徴をもつ。生物の条件を満たしていないため生物とし

て扱わない。

①タンパク質でできた殻をもつが，細胞の構造はもたない。

②代謝を行わず，栄養分を取り込んだりエネルギーを生産したりはしない。

③遺伝情報として，DNA か RNA のどちらかをもっている。

④自己増殖できず，他の生物に依存して増殖する。

⑵ 生物の多様性

①生態系のレベル…森林，草原，海など多様な環境がある。

②種のレベル…多様な種が存在する。名前がついているもので 190 万種，未発見の

ものや，名前がついていないものを含めると数千万種になると推定される。

③個体のレベル…個体によって遺伝情報や見た目が異なる。

④組織・器官のレベル…心臓，肝臓など，多様な役割や形態をもつ。

⑤細胞のレベル…形態やはたらきの異なる細胞が存在する。

⑴ 原核細胞；核膜に包まれた核をもたない細胞。

①大きさは 􀀱􀀱～􀀱􀀱􀀰􀀰 ｍ程度。

②原核細胞からなる原核生物は，細菌(バクテリア)とアーキア(古細菌)に分けられ

る。

・細菌…大腸菌，乳酸菌，肺炎双球菌，シアノバクテリア(ネンジュモなど)など

・アーキア…超好熱菌，高度好塩菌，メタン菌など

⑵ 真核細胞；核膜に包まれた核をもち，様々な細胞小器官をもつ。

①大きさは 􀀱􀀱􀀰􀀰～􀀱􀀱􀀰􀀰􀀰􀀰 ｍ程度。

②真核細胞からなる真核生物は，動物・植物・菌類・原生生物に分けられる。�

⑶ 原核細胞と真核細胞の違い

①大きさ；原核細胞は数 mと小さいが，真核細胞はその 10 倍以上の大きさをも

つものが多い。

②構造；原核細胞は生体膜に包まれた細胞小器官をもたないが，真核細胞は核・ミ

トコンドリア・葉緑体・小胞体・ゴルジ体など様々な細胞小器官をもつ。

註；シアノバクテリアは原核細胞からなり葉緑体はもたないがチラコイド膜をもつ。

③生物；原核細胞は原核生物(単細胞生物)を，真核細胞は真核生物(単細胞生物と多

細胞生物)を構成する。

④DNA；原核細胞のDNAは多くが環状で細胞質中の核様体に存在するが，真核細

胞のDNAは線状で，ヒストンに巻き付いた状態で核内に存在する。

⑤遺伝子；原核細胞のDNAは多くの領域が遺伝子だが，真核細胞のDNAには遺

伝子以外の領域が多く，遺伝子発現の際にはスプライシングが起こる。

⑷ 真核細胞の成り立ち(☞第 2集第 3章① 参照)

①細胞内共生説(共生説)；「真核細胞は数種の原核細胞の合体により出現した「とい

う仮説。ミトコンドリア(⇦好気性細菌)，葉緑体(⇦シアノバクテリア)の由来

として有力。

②膜進化説；「細胞小器官は，細胞膜が折りたたまれて形成された」という仮説。現

在は否定的な意見が強い。

第１章 細胞と分子①

－ 6 － － 7 －

細胞と分子① 原核生物と真核生物，生体物質

１．生物の共通

性と多様性

２．原核細胞と

真核細胞

繊毛
細胞壁

鞭毛
細胞膜

DNA
（核様体）

細胞質基質
（サイトゾル）

プラスミド

リボソーム

２．原核細胞と

真核細胞

液胞　　細胞壁　　葉緑体　　　　　　　　　　　　　　　　　中心体

細胞膜

細胞質基質
（サイトゾル）

ゴルジ体

小胞体

核

リボソーム

リソソーム

ミトコンドリア

細胞骨格

核　膜
核小体
染色体

核　膜
核小体
染色体

⑴ 生物の共通性

①細胞を基本単位とする。

②代謝を行い，生命活動に必要なエネルギーや物質を生産する。

・ATP(アデノシン三リン酸)をエネルギーの仲立ちとする。

・代謝により体内環境を一定の範囲に保つ。

③遺伝情報（DNA）をもち，子孫に伝える。

註；ウイルスは次のような特徴をもつ。生物の条件を満たしていないため生物とし

て扱わない。

①タンパク質でできた殻をもつが，細胞の構造はもたない。

②代謝を行わず，栄養分を取り込んだりエネルギーを生産したりはしない。

③遺伝情報として，DNA か RNA のどちらかをもっている。

④自己増殖できず，他の生物に依存して増殖する。

⑵ 生物の多様性

①生態系のレベル…森林，草原，海など多様な環境がある。

②種のレベル…多様な種が存在する。名前がついているもので 190 万種，未発見の

ものや，名前がついていないものを含めると数千万種になると推定される。

③個体のレベル…個体によって遺伝情報や見た目が異なる。

④組織・器官のレベル…心臓，肝臓など，多様な役割や形態をもつ。

⑤細胞のレベル…形態やはたらきの異なる細胞が存在する。

⑴ 原核細胞；核膜に包まれた核をもたない細胞。

①大きさは 􀀱􀀱～􀀱􀀱􀀰􀀰 ｍ程度。

②原核細胞からなる原核生物は，細菌(バクテリア)とアーキア(古細菌)に分けられ

る。

・細菌…大腸菌，乳酸菌，肺炎双球菌，シアノバクテリア(ネンジュモなど)など

・アーキア…超好熱菌，高度好塩菌，メタン菌など

⑵ 真核細胞；核膜に包まれた核をもち，様々な細胞小器官をもつ。

①大きさは 􀀱􀀱􀀰􀀰～􀀱􀀱􀀰􀀰􀀰􀀰 ｍ程度。

②真核細胞からなる真核生物は，動物・植物・菌類・原生生物に分けられる。�

⑶ 原核細胞と真核細胞の違い

①大きさ；原核細胞は数 mと小さいが，真核細胞はその 10 倍以上の大きさをも

つものが多い。

②構造；原核細胞は生体膜に包まれた細胞小器官をもたないが，真核細胞は核・ミ

トコンドリア・葉緑体・小胞体・ゴルジ体など様々な細胞小器官をもつ。

註；シアノバクテリアは原核細胞からなり葉緑体はもたないがチラコイド膜をもつ。

③生物；原核細胞は原核生物(単細胞生物)を，真核細胞は真核生物(単細胞生物と多

細胞生物)を構成する。

④DNA；原核細胞のDNAは多くが環状で細胞質中の核様体に存在するが，真核細

胞のDNAは線状で，ヒストンに巻き付いた状態で核内に存在する。

⑤遺伝子；原核細胞のDNAは多くの領域が遺伝子だが，真核細胞のDNAには遺

伝子以外の領域が多く，遺伝子発現の際にはスプライシングが起こる。

⑷ 真核細胞の成り立ち(☞第 2集第 3章① 参照)

①細胞内共生説(共生説)；「真核細胞は数種の原核細胞の合体により出現した「とい

う仮説。ミトコンドリア(⇦好気性細菌)，葉緑体(⇦シアノバクテリア)の由来

として有力。

②膜進化説；「細胞小器官は，細胞膜が折りたたまれて形成された」という仮説。現

在は否定的な意見が強い。

第１章 細胞と分子①

－ 6 － － 7 －

細胞と分子① 原核生物と真核生物，生体物質

１．生物の共通

性と多様性

２．原核細胞と

真核細胞

繊毛
細胞壁

鞭毛
細胞膜

DNA
（核様体）

細胞質基質
（サイトゾル）

プラスミド

リボソーム

２．原核細胞と

真核細胞

液胞　　細胞壁　　葉緑体　　　　　　　　　　　　　　　　　中心体

細胞膜

細胞質基質
（サイトゾル）

ゴルジ体

小胞体

核

リボソーム

リソソーム

ミトコンドリア

細胞骨格

核　膜
核小体
染色体

核　膜
核小体
染色体
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⑴ 代謝；生物体内で起こる化学反応全体。同化と異化にわけられる。

⑵ エネルギー代謝；エネルギーの変化や出入りという面からみたときの代謝。

⑴ 同化；エネルギーを用いて，単純な物質から複雑な物質を作り出す過程。吸エネ

ルギー反応。炭酸同化(光合成・化学合成)，窒素同化など。

⑵ 異化；複雑な物質を分解して，エネルギーを取り出す過程。発エネルギー反応。

呼吸，発酵など。

註；植物のように，外界から取り入れた無機物から有機物を合成する生物を独立栄

養生物という。また，動物や菌類のように，独立栄養生物が合成した有機物に依

存している生物を従属栄養生物という。

参考 酸化と還元

代謝で起こる化学反応の１つに酸化還元反応がある。生体内で起こる酸化還元

反応では，水素の運搬を担う補酵素が重要な役割を果たしている。

⑴ 酸化・還元の定義

電子の授受

⑵ 脱水素酵素の補酵素(Xは基質)

XH2 􀀫􀀫 NAD􀀫􀀫(酸化型補酵素) ⇄ X􀀫􀀫 NADH(還元型補酵素)􀀫􀀫 H􀀫􀀫

XH2 􀀫􀀫 FAD(酸化型補酵素) ⇄ X􀀫􀀫 FADH2(還元型補酵素)�

アデノシン三リン酸。代謝におけるエネルギーのやりとりを仲立ちする物質で，そ

の役割から「エネルギーの通貨」とよばれる。

ATPアーゼ
ATP 􀀫􀀫 水 􎎸􎎸􎎹􎎹􎎻􎎻 ADP 􀀫􀀫 リン酸 􀀫􀀫 エネルギー(約 42kJ)

ATPの構造

生体内で起きている様々な化学反応を触媒するタンパク質。

⑴ 触媒

①活性化エネルギーを下げる

⇨化学平衡に達するまでの時

間を短縮し，反応速度を速

める。

②反応の前後で自らは変化しな

い

③触媒の種類

・酵素；生体触媒。

本体はタンパク質。

・無機触媒；白金，酸化鉄，

酸化マンガン(Ⅳ)，

濃硫酸など。

⑵ 酵素の構造と反応

①活性部位；基質との結合部位。

②酵素反応；酵素(E)の活性部位に基質(S；酵素が作用する物質)が結合して，酵素

􂈒􂈒基質複合体(ES)を形成し，基質は酵素の作用を受けて生成物(P)になる。

�

第１章 代謝①

－ 148 － － 149 －

代謝① 代謝とエネルギー，酵素

１．代 謝

２．同化と異化

酸化 還元

酸素O 得る 失う

水素H 失う 得る

電子 e􂈒􂈒 失う 得る

（e-

３．ATP

４．酵 素

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位

活性化エネルギー

酸化マンガン(Ⅳ)
(無機触媒)
カタラーゼ
(酵素)
H2O2

(過酸化水素)

反応エネルギー

􀁈􀁈􎨲􎨲􀁏􀁏􀀫􀀫
􀀱􀀱
􀀲􀀲

􀁏􀁏􎨲􎨲

活性化エネルギーと触媒
反応方向

Na

ADP

ATP

C6H12O6

CO2 H2O

ADP

ATP

AMP

ADP

ATP

【2】

⑴ ヌクレオチド

リン酸(Ｐ)・糖・塩基からなる物質。核酸であるDNAや RNAの基本単位。

註；ヌクレオチド中の炭素の番号

１．糖を構成する炭素原子には，1'～5' までの番号がつけられている。

２．1つのヌクレオチド中では，5' の炭素原子にリン酸が結合。

３．ヌクレオチドどうしが結合する際には，リン酸が 1つ前のヌクレオチドの

3' の炭素原子と結合。

註；2' の炭素原子に，デオキシリボースは H，リボースは OHが結合してい

る。「デ(de)」は「～がない」という意味である。

註；ATP(３つのリン酸・リボース・アデニンからなる)もヌクレオチドの一種で

ある。

註；水溶液中において，ヌクレオチドを構成するリン酸基は水素イオンを放出し

て負の電荷を帯びる。このため，DNA自身も負に帯電する。

なお，真核生物の染色体を構成するタンパク質の一種であるヒストンは塩基

性アミノ酸を多く含んで正の電荷をもつため，負の電荷をもつDNAと安定し

た複合体を形成できる。

⑵ 塩基の相補性

塩基どうしは，ＡとＴ(またはＵ)，ＧとＣの間で水素結合により特異的に結合す

る(相補的塩基対)。

①水素結合の数

・Ａ－ＴまたはＵ間…2ヵ所

・Ｇ－Ｃ間……………3ヵ所

註；GC含量とTm値の相関関係

GC含量が高くなるほどTm値(２本鎖DNAの 50％が解離して一本鎖DNA

になる温度)は高くなり，結合は強固になる。

②シャルガフの規則(1949 年)

DNA中のＡ・Ｔ・Ｇ・Ｃの割合は生物の種類によって異なるが，どの生物でも

ＡとＴの数の比，ＧとＣの数の比は 1：1である。

DNAの塩基組成(％)
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【3】

【4】

⑴ はたらきによる分類

①体性神経系；感覚神経と運動神経によって随意運動を司る。知覚や意思に直接関

係がある。

②自律神経系；交感神経と副交感神経が拮抗的にはたらきあい，体内環境を調節す

る。知覚や意思には直接関係がない。

⑵ 構造による分類

①脳神経；脳から出ている神経。動眼神経・顔面神経・聴神経・迷走神経など，ヒト

では 12 対ある。

②脊髄神経；脊髄から出ている神経。遠心性のものも求心性のものもあり，ヒトで

は 31 対ある。

⑶ 方向による分類

①求心性神経；末梢→中枢 例；感覚神経

②遠心性神経；中枢→末梢 例；運動神経，自律神経

参考 神経系と発生・進化

⑴ 集中神経系の個体発生；脊椎動物の神経系は発生の初めに神経管から分化し

てきたものであり，神経管の前端の部分はふくらんで脳に，後方は脊髄に

なり，集中神経系を形成する。

⑵ 中枢の進化

脳や脊髄からの情報を内臓などに伝える末梢神経。間脳の視床下部によって調節さ

れ，意思とは無関係に(自律的に)はたらき，体内環境を安定に保つ。

交感神経と副交感神経の 2種類があり，互いに拮抗的に作用する。

⑴ 交感神経と副交感神経

註；迷走神経…脳神経の中で最も長く，太い。延髄の側面より出て，喉頭・肺・心

臓・食道・胃・腹腔内に分布し，副交感神経の主要素となる。

⑵ 自律神経のはたらき

第１章 体内環境④
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３．末梢神経系

前　脳
中　脳

中　脳後　脳

神経管

端　脳

間　脳

小　脳
延　髄

脊　髄
脊　髄

４．自律神経系

交感神経 副交感神経

はたらき

からだを活動的な方向に調節。
→一般的には促進的にはたら
くが，消化器系には抑制的に
はたらく。

からだを安静的な方向に調節。
→一般的には抑制的にはたら
くが，消化器系には促進的に
はたらく。

出る場所 脊髄の胸髄，腰髄
中脳(→動眼神経)
延髄(→顔面神経，迷走神経)
脊髄の仙髄(→仙椎神経)

ニューロン
の交代

交感神経幹などの神経節
(アセチルコリンを分泌)

分布する効果器の直前
(アセチルコリンを分泌)

節前繊維の
長さ

短い
(脊髄に近い)

長い

節後繊維の
長さ

長い
短い

(効果器に近い)

効果器への
神経伝達物質

ノルアドレナリン アセチルコリン

効果器 瞳孔 気管支
心臓
(拍動)

立毛筋
汗腺
(発汗)

皮膚の
血管

胃
(蠕動
ぜんどう

)
膀胱
ぼうこう

(排尿)

交感神経 拡大 拡張 促進 収縮 促進 収縮 抑制 抑制

副交感神経 縮小 収縮 抑制 ― ― ― 促進 促進

－ 9－－ 8－

第４章　神経系と内分泌系による調節

ヒトの自律神経系の分布

大脳
間脳
中脳
小脳
延髄

脊髄

頸
髄

胸
髄

腰
髄

仙
髄

尾
髄

涙腺

眼

動眼神経

顔面神経
迷走神経

だ腺

立毛筋汗腺

心臓

気管

肺

肝臓
胃

すい臓

小腸

大腸

副腎

腎臓
ぼうこう

子宮
交感神経幹

神経節

仙椎神経

交感神経の分布 副交感神経の分布

⑵　自律神経系の働き

脳や脊髄からの情報を内臓などの組織・器官に伝える神経。

自律的に（意思とは無関係に）働き，体内環境を維持する。

交感神経と副交感神経の 2種類があり，中枢は間脳視床下部にある。

交感神経と副交感神経は互いに拮抗的に作用する。

交感神経 副交感神経

働き
からだを活動的な方向に調節。

註：一般的には促進的に働くが，消化
器系には抑制的に働く。

からだを安静的な方向に調節。

註：一般的には抑制的に働くが，消化
器系には促進的に働く。

出る場所 脊髄の胸髄，腰髄

中脳（→動眼神経）

延髄（→顔面神経，迷走神経）

脊髄の仙髄（→仙椎神経）

ニューロンの
交代

交感神経幹などの脊椎に隣接し

た神経節
分布する器官の直前

器官への
神経伝達物質

ノルアドレナリン アセチルコリン

自律神経系による調節の例

交感神経 副交感神経

瞳孔 拡大 縮小

心臓（拍動） 促進 抑制

気管支 拡張 収縮

汗腺（発汗） 促進 －

立毛筋 収縮 －

皮膚の血管 収縮 －

胃（ぜん動） 抑制 促進

ぼうこう（排尿） 抑制 促進
－：分布なし
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問1～4　人類の進化については次の通り。

問5�　人類が直立二足歩行をしていた根拠としては、「大後頭
孔が真下に開口」「脊柱の形がＳ字状である」「骨盤が横に
広い」「土踏まずがアーチ状である」などがあげられる。
②尾がないことは直立二足歩行の根拠にはならない。

問1　呼吸のようすは次の通り。

問2　⑴～⑶　電子伝達系のようすは次の通り。

　　⑷�　C6H12O6の分子量が180、602の分子量が192、6CO2の
分子量が264であることから、グルコース90gが呼吸で
完全に分解されたとき、使用された酸素をｘ⒢、二酸化
炭素をｙ⒢とすると次のように立式できる。

　　　　　 180：90⒢＝192：ｘ⒢　⇒　ｘ＝96
180：90⒢＝264：ｙ⒢　⇒　ｙ＝132

　　⑸�　呼吸商は「放出されるCO2のモル数÷吸収されるO2の
モル数」で求めることができる。したがって、⑷の反応
が生じたときの呼吸商は6÷6＝1.0である。

問1　エ～キ　遺伝子の発現調節は次の通り。

問3�　①誤文。ES細胞は未分化な細胞であり、様々な細胞や
組織に分化できる。③誤文。分化したからといってDNA
の一部が失われるわけではない。

問4�　③誤文。DNAポリメラーゼは転写ではなく複製を行う
酵素である。

問5�　②アルブミンは血液内の浸透圧の調節を行うタンパク質
である。④アクチンは筋収縮などに関与するアクチンフィ
ラメントを構成するタンパク質である。②④ともに、①ホ
ルモンや③サイトカインのように特定の細胞の活性化を行
う「情報」になりえない。

問1　A～E　骨格筋の構造は次の通り。

　　�　FG問3　運動神経からアセチルコリンが放出されると、
筋原繊維にある筋小胞体に蓄えられていたCa2＋が放出され、
アクチンフィラメントのトロポニンに結合すると、トロポ
ミオシンの配置が変わることで骨格筋の収縮が始まる。

【1】

【2】

電子が還元力の強い物質から弱い物質に順次伝達される酸化還元反応で「放出され

るエネルギー」と「ATPの合成」とを結びつける経路。

⑴ 電子伝達系の過程

①解糖系，クエン酸回路で生じたH􀀫􀀫と e􂈒􂈒はNADH，FADH2によって電子伝達系

まで運ばれる。

② e􂈒􂈒は，ミトコンドリア内膜の電子伝達系を構成するタンパク質と電子伝達体(ユ

ビキノン，シトクロム)の複合体の間を次々に渡されていく。このとき，H􀀫􀀫はミ

トコンドリアのマトリックスから外膜と内膜の間(膜間スペース)に汲み出され

る。そのため，H􀀫􀀫濃度は〔膜間スペース＞マトリックス〕となる。

③濃度勾配にしたがって，H􀀫􀀫は ATP 合成酵素を通ってマトリックス側へと拡散

し，そのときに生じるエネルギーを用いてATP が合成される。このとき，１分

子のグルコースから，最大で 34分子の ATPが合成される。

④ e􂈒􂈒は最終的に酸素に渡され，H􀀫􀀫と結合して水を生じる。この反応はシトクロム

オキシダーゼ(酸化酵素)のはたらきによる。

⑵ 酸化的リン酸化

ミトコンドリアの内膜で起こるATP合成反応は，NADHなどの還元型補酵素が

酸化される過程で生じるエネルギーを用いてATPが合成されるため，酸化的リン

酸化とよばれる。

酸化的リン酸化では，1 分子の NADH から 3 分子の ATP，１分子の FADH2か

ら 2 分子のATP が合成されるので，1 分子のグルコースからの酸化的リン酸化で

は，最大で 34ATPできる。

2NADH􀃗􀃗5 カ所􀀽􀀽10NADH→ 3ATP􀃗􀃗10􀀽􀀽30ATPῲ︱ῳ︱ῴ2FADH2􀃗􀃗1 カ所􀀽􀀽2FADH2→ 2ATP􀃗􀃗2􀀽􀀽4ATP 合計 34ATP

註；ミトコンドリアの内膜でみられるような，H􀀫􀀫の濃度勾配によってATPを合成

するしくみは化学浸透圧説とよばれる。

⑶ 反応式

10NADH􀀫􀀫10H􀀫􀀫􀀫􀀫2FADH2􀀫􀀫6O2 → 10NAD􀀫􀀫􀀫􀀫2FAD􀀫􀀫12H2O(􀀫􀀫最大 34ATP)

⑴ 反応式

C6H12O6 􀀫􀀫 6H2O 􀀫􀀫 6O2 → 6CO2 􀀫􀀫 12H2O(􀀫􀀫最大 38ATP)

⑵ ATP合成の内訳

解糖系；2ATPῲ
︱
ῳ
︱
ῴ

クエン酸回路；2ATP

電子伝達系；最大 34ATP 合計 最大 38ATP

註；電子伝達系において，H􀀫􀀫が膜間スペースからマトリックス側へと拡散し，失わ

れてしまう分があるため，実際のATP合成量は 34 分子よりも少なくなる。
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電子が還元力の強い物質から弱い物質に順次伝達される酸化還元反応で「放出され

るエネルギー」と「ATPの合成」とを結びつける経路。

⑴ 電子伝達系の過程

①解糖系，クエン酸回路で生じたH􀀫􀀫と e􂈒􂈒はNADH，FADH2によって電子伝達系

まで運ばれる。

② e􂈒􂈒は，ミトコンドリア内膜の電子伝達系を構成するタンパク質と電子伝達体(ユ

ビキノン，シトクロム)の複合体の間を次々に渡されていく。このとき，H􀀫􀀫はミ

トコンドリアのマトリックスから外膜と内膜の間(膜間スペース)に汲み出され

る。そのため，H􀀫􀀫濃度は〔膜間スペース＞マトリックス〕となる。

③濃度勾配にしたがって，H􀀫􀀫は ATP 合成酵素を通ってマトリックス側へと拡散

し，そのときに生じるエネルギーを用いてATP が合成される。このとき，１分

子のグルコースから，最大で 34分子の ATPが合成される。

④ e􂈒􂈒は最終的に酸素に渡され，H􀀫􀀫と結合して水を生じる。この反応はシトクロム

オキシダーゼ(酸化酵素)のはたらきによる。

⑵ 酸化的リン酸化

ミトコンドリアの内膜で起こるATP合成反応は，NADHなどの還元型補酵素が

酸化される過程で生じるエネルギーを用いてATPが合成されるため，酸化的リン

酸化とよばれる。

酸化的リン酸化では，1 分子の NADH から 3 分子の ATP，１分子の FADH2か

ら 2 分子のATP が合成されるので，1 分子のグルコースからの酸化的リン酸化で

は，最大で 34ATPできる。

2NADH􀃗􀃗5 カ所􀀽􀀽10NADH→ 3ATP􀃗􀃗10􀀽􀀽30ATPῲ︱ῳ︱ῴ2FADH2􀃗􀃗1 カ所􀀽􀀽2FADH2→ 2ATP􀃗􀃗2􀀽􀀽4ATP 合計 34ATP

註；ミトコンドリアの内膜でみられるような，H􀀫􀀫の濃度勾配によってATPを合成

するしくみは化学浸透圧説とよばれる。

⑶ 反応式

10NADH􀀫􀀫10H􀀫􀀫􀀫􀀫2FADH2􀀫􀀫6O2 → 10NAD􀀫􀀫􀀫􀀫2FAD􀀫􀀫12H2O(􀀫􀀫最大 34ATP)

⑴ 反応式

C6H12O6 􀀫􀀫 6H2O 􀀫􀀫 6O2 → 6CO2 􀀫􀀫 12H2O(􀀫􀀫最大 38ATP)

⑵ ATP合成の内訳

解糖系；2ATPῲ
︱
ῳ
︱
ῴ

クエン酸回路；2ATP

電子伝達系；最大 34ATP 合計 最大 38ATP

註；電子伝達系において，H􀀫􀀫が膜間スペースからマトリックス側へと拡散し，失わ

れてしまう分があるため，実際のATP合成量は 34 分子よりも少なくなる。
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【3】

遺伝子には，細胞の生存に必要であり一定量が常に発現しているもの(ハウスキー

ピング遺伝子)と，細胞の種類やはたらき，発生の段階などに応じて発現が調節されて

いるものがある。

⑴ 構成的発現；一定量の遺伝子が常に発現していること。主に，細胞の生存に必要

な遺伝子が対象。

例；ATP合成酵素

⑵ 調節的発現；遺伝子の発現が調節されていること。細胞の種類やはたらき，発生

の段階などに応じて，転写およびその前後の段階で調節される。

転写前の発現調節 → 転写調節 → 転写後の発現調節 → 発現

ヒストンやDNAへの化学修飾によって，DNA転写のON/OFFが切り替わり，発

現が調節される。エピジェネティック制御ともいう。

註；エピジェネティクス(epigenetics)

DNA の塩基配列の変化を伴わずに細胞の性質が変化し，細胞分裂後も記憶・

継承される現象を研究する学問領域。

後生説(epigenesis)および遺伝学(genetics)が由来の用語。

⑴ ヒストンへの化学修飾(真核細胞)

真核細胞では，DNAはヒストンという塩基性のタンパク質に結合・凝集してク

ロマチン繊維とよばれる構造をとっている。

①ヒストンのメチル化

クロマチン繊維が密に折りたたまれるため，転写に必要なタンパク質が結合で

きず，転写が抑制される。

②ヒストンのアセチル化

クロマチン繊維の構造が緩むため，転写に必要なタンパク質が結合しやすくな

り，転写が促進される。

⑵ DNAへの化学修飾 メチル化(脊椎動物の細胞)

転写に必要なタンパク質がDNAに結合できず，転写が抑制される。また，ヒス

トンのメチル化の形成に関与する。

ゲノムインプリンティング(遺伝子刷り込み)，X染色体の不活性化，反復因子の

抑制，発がんなどに関与していることが知られている。

⑴ 調節タンパク質(転写調節因子)による転写調節

RNA ポリメラーゼのプロモーターへの結合が促進されたり阻害されたりするこ

とで，転写が調節される。

①転写調節に関する基本用語

○遺伝子

・調節遺伝子；調節タンパク質をコードする遺伝子。

・構造遺伝子；酵素などタンパク質の遺伝子。

○DNA領域

＜原核細胞・真核細胞＞

・プロモーター；RNAポリメラーゼが結合するDNA領域。

・転写調節領域；調節タンパク質が結合するDNA領域。

<原核細胞>

・オペロン；隣接して存在し，機能的に関連する構造遺伝子群。1つのプロモー

ターのもとで，まとまって転写調節を受ける。

・オペレーター；プロモーター中もしくは下流に存在する，調節タンパク質が

結合するDNA領域。構造遺伝子と隣接する。

○DNA領域に結合する物質

＜原核細胞・真核細胞＞

・RNAポリメラーゼ；転写開始時にプロモーターに結合する。

・調節タンパク質(転写調節因子)；構造遺伝子の発現を転写調節するタンパク質。

・リプレッサー(抑制因子)；転写を抑制する調節タンパク質。RNAポリメラー

ゼがプロモーターに結合することを阻害。

・活性化因子；RNAポリメラーゼがプロモーターに結合することを促進。

＜真核細胞＞

・基本転写因子；転写開始に必要なタンパク質。RNAポリメラーゼとともに転

写複合体を形成し，プロモーターに結合する。

・転写複合体；転写開始に必要なタンパク質と RNAポリメラーゼが結合した

もの。�

第２章 遺伝情報④

－ 74 － － 75 －

１．遺伝子の発

現調節

２．転写前の発

現調節

遺伝情報④ 遺伝子の発現調節 ２．転写前の発

現調節

３．転写調節

5'

5' 3'

3'

【4】

刺激に対応して反応する構造・器官。

・機械効果器…筋肉，鞭毛，繊毛

・電気効果器…発電器

・光効果器…発光器

・化学効果器…腺

⑴ 筋肉の種類

⑵ 骨格筋の構造

①骨格筋；たくさんの筋繊維(筋細胞)からなる。

②筋繊維(筋細胞)；たくさんの筋原繊維からなる。

③筋原繊維；２種類のフィラメントが規則正しく重なり合った構造をしている。

・明帯；明るく見える部分。

・暗帯；暗く見える部分。

・Z 膜；明帯の中央の仕切り。

・サルコメア(筋節)；Z膜と Z膜の間。筋原繊維の単位構造。

⑴� 筋収縮を起こすタンパク質

①アクチンフィラメント

細い方のフィラメント。球状タンパク質のアクチンからなる二重らせん構造。

アクチンの他に，トロポニンとトロポミオシンというタンパク質を含む。

②ミオシンフィラメント

太い方のフィラメント。次のようなミオシン分子が束になった構造。ミオシン

頭部は ATP分解酵素(ATPアーゼ)の活性を示す。

⑵ 滑り説

ATP のエネルギーによって，アクチンフィラメントがミオシンフィラメントの

間に滑りこむ。

註；収縮による各部の長さの変化

１．サルコメアの長さ→短くなる

２．明帯の長さ→短くなる

３．暗帯の長さ→変わらない

第２章 動物の反応③

－ 182 － － 183 －

１．効果器

2．筋肉の種類

と構造

動物の反応③ 効果器と反応

横紋筋

骨格筋 随意筋
多核の筋繊維(筋細胞)からなる。
疲労しやすい。収縮が速い。

心 筋 不随意筋
単核で枝分かれした筋繊維が接合している。
疲労しにくい。収縮が速い。

平滑筋 内臓筋 不随意筋
単核で紡錘形の筋繊維からなる。
疲労しにくい。収縮が遅い。

Z Z

３．筋収縮

Z Z

繊維状タンパク質部分

頭部
（ＡＴＰアーゼ活性を示す球状タンパク質部分）
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　　　 全体的に標準レベル。英文の内容を正確に理解するための語彙力と文法知識が必要。

1出題形式
　全問すべてマーク式の出題。大問数は、学校推薦（後期）の
み全2題で、全体のマーク数は16個。他6日程の大問数は全4
題、全体のマーク数は日程により33、または34個。
2出題内容
　読解問題での設問形式は多岐に渡り、理由・背景として適切
なもの・具体的に表している内容を選択、空所補充、内容一致
など。設問指示は日本語だが、選択肢はすべて英語である。

　空所補充形式の会話文問題は身近な内容が多いが、会話の流
れから妥当な選択肢を選ぶ際に、やや迷うものもある。
　整序英作文問題では、基本的な文法知識はもちろん、熟語や
構文の知識が必要である。仮定法を含む時制、準動詞（不定
詞・動名詞・分詞）、関係詞、接続詞、比較などが頻出である。
3難易度
　全般的に、基本的内容を問う問題が中心で、基礎レベルの単
語や文法の知識が必須。熟語や構文も基礎的なものが頻出。

　　　 標準的な語彙、文法をマスターし、読解力も身につけよう。

1語彙力・文法力の養成
　高校で学んだ範囲の語彙や文法を確実にマスターして試験に
臨みたい。文法は、文型、時制、助動詞、準動詞、関係詞、比
較、仮定法、接続詞、前置詞などの重要事項を文法の問題集な
どを使って確認しておこう。
2会話文問題に慣れよう
　会話文特有の表現を身に付けるとともに、受け答えから質問
を推測する練習も積んでおこう。
3英作文対策
　熟語や構文の知識を定着させて、まとまった表現を組み立て

る力が必要である。群動詞や熟語、構文表現などを特に重点的
に復習しておこう。
4読解力の養成
　本文から設問の該当箇所を特定し、言い換え表現を見抜く能
力が特に求められる。結びつけるのがやや難しい言い換えがさ
れているケースもあるので、消去法で選択肢を絞り込む解き方
にも慣れておきたい。タイトル選択や、内容と一致していない
ものを選ぶ問題もあり、一部ではなく文章全体を見渡す力も求
められる。どのような出題形式にも対応できる読解力を身につ
けておくようにしよう。

傾向

対策

方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容 設問形式

基礎学力入試
10月 19日

問題▶p.66 ～ 68

【1】 長文読解 ペットロボット 内容一致、空所補充

【2】 長文読解 自動運転 内容一致

【3】 会話文 夏休みの予定についての友人の会話 空欄補充

【4】 英作文 準動詞、無生物主語構文、強調構文など 語（句）整序

学校推薦（前期）
11月 16日

問題▶p.69 ～ 71

【1】 長文読解 クモに対する偏見 内容一致

【2】 長文読解 感情とモチベーション 内容一致、空所補充

【3】 会話文 休日の過ごし方についての会話 空欄補充

【4】 英作文 仮定法、動名詞、不定詞、接続詞、関係詞など 語（句）整序

学校推薦（中期）
12月 7日

問題▶p.71 ～ 73

【1】 長文読解 果物のもたらす健康上のメリット 内容一致、空所補充

【2】 長文読解 日本における男性の育児休暇取得 内容一致、空所補充

【3】 会話文 ホテルチェックイン時の会話 空欄補充

【4】 英作文 分詞、不定詞、時制など 語（句）整序

学校推薦（後期）
12月 21日

問題▶p.74 ～ 75

【1】 長文読解 ツタンカーメンの死の謎 内容一致、空所補充

【2】 会話文 応答選択 空欄補充

一般A
1月 25日

問題▶p.75 ～ 77

【1】 長文読解 どこで友人を作るか 内容一致

【2】 長文読解 テクノロジーが人々の生活に与える影響 内容一致

【3】 会話文 洗濯機故障時の会話 空欄補充

【4】 英作文 接続詞、関係詞、不定詞、動名詞、仮定法、比較など 語（句）整序

一般 B
2月 13日

問題▶p.78 ～ 80

【1】 長文読解 体内時計 内容一致、タイトル選択

【2】 長文読解 動物の知性 内容一致、空所補充

【3】 会話文 空港ラウンジでの会話 空欄補充

【4】 英作文 分詞、不定詞、強調構文、時制、関係詞など 語（句）整序

一般C
3月 10日

問題▶p.80 ～ 83

【1】 長文読解 蚊に刺される人と刺されない人との違い 内容一致

【2】 長文読解 高齢者の健康促進と運動 内容一致、空所補充

【3】 会話文 野球場での会話 空欄補充

【4】 英作文 時制、比較、分詞、仮定法など 語（句）整序
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英 語 問題　基礎学力入試
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問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。
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英 語 問題　学校推薦（中期）
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問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。
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英 語 問題　学校推薦（後期）
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問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。
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英 語 問題　一般A
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英 語 問題　一般B

78

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。
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英 語 問題　一般B

英 語 問題　一般C
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問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。

問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。



英 語 問題　一般C
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英 語 解答

84

入試方式 基礎学力入試 学校推薦入試［前期］ 学校推薦入試［中期］ 学校推薦入試［後期］
試験日 10月19日 11月16日 12月7日 12月21日

問題掲載頁 p.66 ～ p.68 p.69 ～ p.71 p.71 ～ p.73 p.74 ～ p.75
解説掲載頁 ― p.86 ― ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 3 4 2 3 1 3 2 3
2 1 3 1 2 4 3 3 3
3 2 3 2 3 1 4 4 4
4 3 3 3 3 4 3 1 3
5 1 3 1 3 1 3 1 3
6 3 3 2 3 2 3 4 4
7 4 3 3 3 2 3 2 3
8 1 3 3 3 3 3 3 3
9 2 3 1 3 3 3 3 3
10 3 3 4 3 4 3 4 3
11 1 3 3 3 3 3 4 3
12 1 3 4 3 4 3 4 3
13 2 3 2 3 4 3 4 3
14 0 3 4 2 2 3 4 3
15 7 3 4 3 5 3 3 3
16 2 3 7 3 4 3 4 3
17 9 3 2 3 0 3
18 6 3 6 3 8 3
19 1 3 9 3 9 3
20 3 3 0 3 3 3
21 4 3 8 3 1 3
22 8 3 1 3 7 3
23 5 3 5 3 6 3
24 5 3 3 3 5 3
25 2 3 6 3 6 3
26 1 3 1 3 4 3
27 4 3 6 3 7 3
28 6 3 4 3 5 3
29 5 3 4 3 3 3
30 4 3 6 3 2 3
31 6 3 2 3 1 3
32 7 3 1 3 4 3
33 3 3 5 3 3 3
34 6 3
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

順不同
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入試方式 一般入試Ａ 一般入試Ｂ 一般入試Ｃ
試験日 1月25日 2月13日 3月10日

問題掲載頁 p.75 ～ p.77 p.78 ～ p.80 p.80 ～ p.83
解説掲載頁 p.87 ― ―
設問番号 解答 配点 解答 配点 解答 配点

解 
答 
番 
号

1 3 3 2 3 1 3
2 3 3 2 3 2 3
3 2 3 4 3 3 3
4 4 4 4 3 2 3
5 1 3 3 2 3 4
6 2 3 3 3 4 3
7 2 3 2 3 4 3
8 3 3 1 3 3 3
9 3 3 2 3 1 3
10 3 3 3 3 2 3
11 2 3 4 3 3 3
12 2 3 2 3 4 3
13 3 3 3 3 1 3
14 0 3 3 2 3 3
15 2 3 8 3 6 3
16 7 3 6 3 1 3
17 9 3 5 3 9 3
18 3 3 4 3 2 3
19 1 3 0 3 7 3
20 6 3 9 3 0 3
21 4 3 1 3 4 3
22 5 3 2 3 5 3
23 8 3 3 3 8 3
24 6 3 7 3 5 3
25 4 3 6 3 4 3
26 3 3 7 3 1 3
27 5 3 6 3 6 3
28 7 3 2 3 4 3
29 6 3 4 3 3 3
30 7 3 5 3 4 3
31 2 3 7 3 1 3
32 4 3 3 3 7 3
33 2 3 3 3 3 3
34 1 3
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50



英 語 学校推薦（前期）　解説　英語　問題▶ p.69 ～ 71　解答▶ p.84

86

問1．②「先を考え、数を理解する蜘蛛もいる」が正解。第4

文に「計画を立て、数える能力がある」とある。

問2．①「ほぼ半分の記事に誤りがあることを強調するため」

が正解。下線部は「半分近くが誤りを含んでいる」。

問3．②「有害な昆虫を捕食することで、ほぼすべての蜘蛛が

人間の健康に貢献している」が正解。第2文に「多くの蜘蛛

は昆虫を捕食することで我々を守っている」とある。

問4．③「蜘蛛の証拠は何もないのに、蜘蛛に噛まれたことへ

言及する話もある」が正解。下線部は「多くの蜘蛛に噛まれ

た話には、蜘蛛が関係している証拠がない」。

問5．①「蜘蛛専門家の話は通常より穏やかで正確だ」が正解。

第5文に、「蜘蛛専門家を含む話はそれほど大げさではない」

とある。

問6．②「他の種に対しても有害な殺虫剤の、不要な使用を減

らすかもしれない」が正解。第2文に「（人間を含む）他の

種にも有害な殺虫剤で、人々が蜘蛛を殺す可能性も減るかも

しれない」とある。

問7．③「蜘蛛は野生生物の象徴として働く可能性がある」が

正解。最後の文に同氏の発言として「蜘蛛は、野生生物全体

の小さな代表者として働くことに適性があるのです」とある。

問1．③「例えば」が正解。直前で「感情は経験によって引き

起こされる」と述べた後、直後に「盛り上がった試合を見て

興奮したり～」と具体例が続いている。

問2．①「感情的な経験がやる気に影響を与える可能性があ

る」が正解。第4文に、「盛り上がった試合を見て～さらに

チームを応援する気になる」とある。

問3．④「仕事の難度が人々の意欲に影響を与える可能性があ

る」が正解。第4文に「仕事の複雑さ・精緻さが仕事への関

与の度合いに影響を与える」とある。

問4．③「2番目のグループには書面の説明書が無かった」が

正解。第2段落における実験のグループ分けは、１．書面の

説明書に従って折り紙を折る、２．書面の説明書なしで折り

紙を折る、３．観察するだけの3つ。

問5．④「参加者は多くの努力をすればするほど、ますます結

果を評価するようになる」が正解。第2段落最後に「より難

しい仕事をした人が、それをより高く評価した」とある。

問6．②「言い換えれば」が正解。空欄直前の具体的な実験結

果を、直後では一般化して言い換えている。

問7．④「労働者は試練のレベルを選ぶことを許されるべき

だ」が正解。最後の文に「労働者にどの程度の試練を受け入

れるかを選ばせることが重要」とある。

�　空所の後、Ａが週末の過ごし方を答えているので、Ｂは自

分について話した後、④「君はどうだった？」が適する。

�　Ａが是非次は一緒に行こうと答えているので、⑦「僕も

ずっとハイキングに行きたいと思っているんだけど、最近は

あまり時間が無くて」が適する。

�　Ａが「大抵はそうだけど、家で読書やゲームをしているだ

けのこともあるよ」と答えているので②「普段週末はアウト

ドアで過ごしてるの？」が適する。

�　「僕も（家で過ごすことがある）」の後、⑥「外出と休息の

バランスをとるのが大事だよね」を入れると、直後でＡが

「本当だよね」と同意しており整合する。

�　直後にＢが新しいカフェをチェックしようと思っていると

述べているので、⑨「今週末は何か計画あるの？」が適する。

�　直後でＢが「いいね。一緒に行きたいな」と答えているの

で、⓪「君も来る？」が適する。

�　一緒にカフェに行くことが決まった直後の発言であるから、

⑧「コーヒも、スイーツも本当においしいって聞いているん

だ」が適する。

�　Ｂは「多くの人が抹茶ラテを薦めてるよ」と答えているの

で、①「人気の飲み物はあるの？」が適する。

��　抹茶ラテが人気という発言の後であるから、⑤「それを

楽しみにしてるんだ」が適する。

　　週末一緒にカフェに行くことが決まった会話の最後の発言

なので、③「午後2時位の待ち合わでどう？」が適する。

問1．（If he were willing to accept advice）, he would learn 

many valuable lessons.が正しい語順であり、3番目：⑥、

6番目：①である。be willing to do「すすんで～する」、仮

定法過去ではwereを使う。

問2．She（can’t help smiling when she sees kittens）.が正し

い語順であり、3番目：⑥、6番目：④である。can’t help 

doing「～せずにいられない」

問3．I（wonder whether the new policy will improve）the 

environment.が正しい語順であり、3番目：④、6番目：⑥

である。wonder whether SV「～かどうか疑問に思う」

問4．She（was wise enough not to believe everything）she 

heard.が正しい語順であり、3番目：②、6番目：①である。

形容詞enough not to do「～しないくらい十分に形容詞」

問5．（What surprised us the most was his attitude）that 

was the same as usual.が正しい語順であり、3番目：⑤、

6番目：⑥である。関係代名詞whatは先行詞を兼ね名詞節

を作る。

【1】

【2】

【3】

【4】
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問1．③「人々が年を取った時、職場で親しい友人を作る」が

正解。直前に「大人になると職場で友人を見つけるようにな

る」とある。

問2．③「Ｚ世代の人の多くが自宅で仕事をすることが出来

る」が正解。直前に「多くの者にとって、今ではリモート

ワークが標準だ」とある。

問3．下線部は「特効薬」という意味であるから、②「すべて

の問題を解決する方法」が正解。

問4．④「あなた方の興味や価値観が変わっている」が正解。

前の文に「私たちは古い親友と全く違った新しい興味や価値

観を育む」とある。

問5．①「大学のような新しい段階に適応しようとしていたり、

職場に入っていこうとしている」が正解。直後に「生活に起

こる大きな変化が原因で」とある。

問6．②「職場の友人は公私に渡ってあなたを助けてくれる可

能性がある」が正解。続く文に「公私を問わずあなたの問題

を打ち明けることもできる」「味方になってくれる可能性も

ある」「助言者になってくれるかもしれない」とある。

問7．②「職場で友人を作ることにはいくらかの利点もある」

が正解。最終段落全体に渡って「職場で友人を作ることの利

点」が書かれている。

問1．③「他の人よりも多くの富に恵まれる者がいる」が正解。

直後に具体例として「上位10％の人間が世界の富の75％を所

有し、下位50％は2％しか所有していない」とあることから

判断出来る。

問2．③「人々は自身を他者と比べることで社会的圧力を感じ

る」が正解。下線部を含む英文の内容は「人々は自身を他

者・社会と比較し日々この影響を感じる」。

問3．③「リモートワークは地理的条件を超えて、新しい仕事

の機会を提供する」が正解。下線部を含む英文の大意は「イ

ンターネット技術の進歩のおかげで、安定したインターネッ

トアクセスがあれば、人々がどこからでも仕事をできるよう

になった」。

問4．②「そのカードのおかげで安全な支払いができる」が正

解。第3段落第5文に「カードには安全に様々な情報が保存

されている」、第8文に「支払いができる」とある。

問5．②「公共生活の様々な領域で役に立つ可能性がある」が

正解。下線部の内容は「未来において、健康保険・公共輸送

機関・投票で使えるようになれば、そのカードはもっと便利

になる」。

問6．③「社会的試練に対処する多くの方法を切り開くかもし

れない」が正解。最後の文に「収入格差によって生み出され

る問題（＝社会的試練）に取り組む多くの可能性を持つ」と

ある。

�　呼ばれて駆け付けた際の最初の一言であるから、⓪「どう

したの？」が適する。

�　「洗濯機が壊れちゃったの」と言われて「ごめんね」に続

く内容であるから、②「洗濯機の事は分からないよ」が適す

る。

�　「助けてくれる人知ってる？」と問われているので、⑦

「いや、知らない」が適する。後に続く「インターネットで

見てみなよ」とも整合する。

�　電話で「ブラウンさんはいらっしゃいますか」に対する答

えであるから、⑨「私です。御用でしょうか？」が適する。

�　「洗濯機が壊れてしまったんです」に続く内容であるから、

③「出来るだけ早く修理に来てくれる人が必要なんです」が

適する。

�　直後で「コリンズ高校の近くです」と場所を答えているの

で、①「住所をいただけますか」が適する。

�　直後で「息子を歯医者に連れて行かないといけないんで

す」と続けているので、⑥「その時間は家にいられないと思

います」が適する。

�　「今週は無理です。ここのところ忙しくて」に続く内容な

ので、④「来週までお伺いできません」が適する。

�　「それでは遅すぎます」に続く内容であるから、⑤「他の

方に電話してみないといけません」が適する。

�　予定が合わず電話を切る間際の言葉であるから、⑧「お力

になれず申し訳ありません」が適する。

問1．（We could start nothing before he arrived）.が正しい語

順であり、3番目：⑥、6番目：④である。直訳は「彼が来

る前には私たちは何も始められなかった」

問2．She finishes any（work no matter how tired she is）.が

正しい語順であり、3番目：③、6番目：⑤である。no 

matter how ～「どんなに～でも」

問3．（I try not to be afraid of making mistakes）when I 

speak English.が正しい語順であり、3番目：⑦、6番目：

⑥である。try not to do「～しないようにする」　be afraid 

of ～「～を恐れる」

問4．I would（have caught the train if I had left）earlier.が

正しい語順であり、3番目：⑦、6番目：②である。過去の

事実に反する仮定を表わす仮定法過去完了の文。

問5．（This movie was more interesting than I had 

expected）.が正しい語順であり、3番目：④、6番目：②で

ある。「思っていた」のは「映画が面白かった」より前なの

で過去完了形。

【1】

【2】

【3】

【4】
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　　　 短文型・課題文読解型・資料読解型・志望理由型と多くの形式に分かれていた。
1出題形式
　短文型（800字・AO経験値入試Ⅰ期人間健康学部総合健康
学科）、課題文読解型（600字・漢字の読み書き、内容説明〔40
字以内〕、割合の計算・AO経験値入試Ⅰ期人間健康学部人間
看護学科）、課題文/資料読解型（800字・社会人入試人間健康
学部食マネジメント学科）、短文型用語説明型（800字・編入
学・転入学入試Ⅰ期経営学部ビジネス学科）に分けられる。私
費外国人留学生を対象にした入試は、「Ⅰ期」で本格的な総合
問題（文章と資料の読解、漢字の読み書き、500字以内の論述）、
「編入学・転入学前期」「指定校入試Ⅱ期」では志望理由型の出
題で、文字数は指定されていない。
2出題内容
　「ヤングケアラー」（人間健康学部総合健康学科）は、社会福
祉、社会・教育、心理、経済、保健衛生、看護など多くの学部
学科で研究、対策が図られており、他学部でも出題される可能
性があるので、今後も要注意なテーマである。「患者の意思決
定」（人間健康学部人間看護学科）は医療における重要テーマ
である。経営学部ビジネス学科の3つの用語は学部学科の学習
の根幹をなす内容である。人間健康学部食マネジメント学科で
は、栄養・食生活との関連が深い疾病、生活習慣病に加えて
「社会環境の変化」という社会人としての経験、知識が要求さ

れている。
　私費外国人留学生対象編入学・転入学入試前期、指定校入試
Ⅱ期では、学びたいもの、夢など「目標」が明確であることを
求める一方で、Ⅰ期入試では「熱中症」という時事問題に関す
る問題意識や知識に加えて「文章を読み理解する」「資料を解
釈する」「日本語表現力」が問われている。
3難易度
　標準から難である。AO経験値入試Ⅰ期人間健康学部総合健
康学科、人間看護学科は標準（人間看護学科の漢字の読み書き
と人口におけるワクチン接種率の割合は易しいが、「無為バイ
アス」の説明及び短い文章を読んで論述する設問は標準からや
や難）である。編入学・転入学入試Ⅰ期経営学部ビジネス学科
も標準、社会人入試人間健康学部食マネジメント学科は社会環
境の変化を踏まえて述べることができないと我田引水になりや
すく800字の中に2つの条件を入れて構成を設けることが難し
い。
　私費外国人留学生対象入試は日本語能力如何による。編入
学・転入学入試、指定校入試Ⅱ期の場合は易から標準であるが、
前期入試人間健康学部人間看護学科は難である。漢字の読み書
きも難しく、資料から現状を指摘し予防対策を述べるというの
は高い日本語能力が必要とされている。

　　　 志望学部学科に沿った時事内容に関心を持ち知識と見識を高め論述力の養成を目指す。
1対策の視点
　対策の視点は3つある。1点目は論述力である。2点目は図
や表、グラフといった資料の内容を理解する分析力だ。3点目
は時事問題に対応した知識や見識である。出来事を紹介するだ
けのネットニュースなどよりも、特定のテーマについて掘り下
げて考察した新聞記事や書籍を読むことを推奨する。特に新聞
記事がよい。不特定多数の読者を想定しているだけに表現の仕
方、言葉の遣い方などもためになる。ただ読むだけではなく、
「問題（テーマ）」と「内容を簡潔にまとめた文章」をノートに
整理していくとよい。これにより「どのような社会問題」に対
して「どのように考えどのように対応すればよいのか、どのよ
うな点が問題でどうすればよいのか」などが整理されていく。

　そして記事の中で数値が出されている場合にその数値がどの
ようにして算出されるのかを確認すると良い。数値の算出に関
しては数学か社会の先生に尋ねるとよい。漢字の学習も忘れずに。
2論述
　500～800字程度の標準的な字数が設定されている。制限字数
の8割書けば良いとはよく言われるが、できれば制限字数の9
割近くまで書きたい。そのためには、まず600字、800字という
字数がどれ位のものかを実感できるようにすることだ。形式段
落を意識しながら「解答例」を書き写してみよう。その後何も
見ずに思い出しながら書いてみることだ。そっくり同じに書く
必要はない。全体の構成が解答例と同じようになればよい。留
学生対象入試の受験生はぜひとも実行してほしい。

　　　 　　　漢字（読み書き）、計算、論述に対応できる効率的な学習が必要だ。
1漢字
　読み・書きともに新聞記事内の語句について問われている。
漢字のドリルよりも新聞記事を題材にすれば、現代社会の諸問
題に対する見方や考え方を得られる上に漢字の学習ができるの
だから一石二鳥と言える。答案作成の練習中も不安な漢字につ
いてはその都度調べて書けるようにしておきたい。
2計算
　割合と方程式、確率について練習しておこう。計算式を立て
計算できるようにしておきたい。新聞記事に出てくる数値のど
れかを空欄にする。そしてその数値を計算で出せるようにする
のである。計算ドリルだけでなく、このような学習も実践的で
良いだろう。
3論述
　人間健康学部人間看護学科志望者は「看護」「介護」「医療」
「健康」に関わる問題に、総合健康学科志望者は社会学系の問
題及び「人間」「暮らし」「心理」「健康」「教育」など幅広く取
り組むと良い。社会人入試志望者は社会で広く問題となった現
象に注意して知識や見識を吸収し、表現できるようにしておく
と良い。また、資料読解型（グラフや図の読み取りを含む）問

題にも取り組んでおこう。
　経営学部志望者は経営学に関する書籍を読んで用語について
の知識を増やしておくことだ。私費外国人留学生入試志望者は、
まず日本語の読み書き、特に主語と述語の対応及び修飾被修飾、
接続関係に気をつけよう。前期入試受験者は、読み取ったこと
を自分の考えとして表現できるようにすることが求められる。
　初めは解答例のある問題から始めよう。解答例を声に出しな
がら読点で区切られている部分をひとまとまりとして書き写し
ていく。一段落を書き写したら内容の筋道を確認し、次の段落
に進む。こうして全体を書き写したら、次に何も見ないで書い
てみる。全く同一にする必要はなく、話の筋道や段落数が同じ
ようになればよい。序論（起）、本論（承転）、結論（結）を意
識して練習する。これを数回行えば「構成（話の順序や展開の
しかた）」「表現（語句の用い方や主語・述語、修飾・被修飾関
係、接続語の用い方）」「文の長さ」などが身についてくる。そ
れから、「対策の視点」で示した学習に取り組んでみる。まだ
できる、余裕がある、余裕が出てきたという人は過去問や類題
に取り組んでみよう。

傾向

対策

学習の方法

方式 学部学科 出題内容

AO経験値入試
（総合型選抜）Ⅰ期

・�人間健康学部�
総合健康学科 ・ヤングケアラーの現状、問題を記し、支援について800字以内で述べる。

・�人間健康学部�
人間看護学科

・�課題文（『決められない患者たち』より抜粋）を読み、4つの設問（漢字の読み書き、内
容説明、割合の計算、短文を読み考えを600字以内で述べる。）に答える。

編入学・転入学入試
Ⅰ期

・�経営学部�
ビジネス学科 ・3つの用語から1つを選択し、経験や興味関心をふまえて考えを800字以内で述べる。

社会人入試 ・�人間健康学部�
食マネジメント学科

・�栄養・食生活と疾病に関する文章と資料（グラフ）を通して「傾向」と「要因」を含めて
考えを800字以内で述べる。

私費外国人留学生入試
Ⅰ期

・�人間健康学部�
人間看護学科

・�課題文（厚生労働省報道発表資料「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」実施要綱
より抜粋）と資料を読み、4つの設問（漢字の読み書き、表の読み取り、表より熱中症予
防対策を500字以内で述べる）に答える。

私費外国人留学生編入
学・転入学入試前期

・�経営学部�
ビジネス学科 ・園田学園大学経営学部で学びたいこと、夢を具体的に書く。

私費外国人留学生指定
校入試Ⅱ期

・�経営学部�
ビジネス学科 ・園田学園大学経営学部で学びたいこと、夢を具体的に書く。



小 論 文

小数点以下第１位まで（小数点以下第２位を四捨五入）求めよ。
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問題文につきましては、著作権の関係上
掲載しておりません。



小 論 文 問題
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代々木ゼミナール作成
この「令和8年度　園田学園大学入学試験問題集」の「傾向と対策」、「解答」、「解説」、は
代々木ゼミナールが作成しております。これら掲載内容に関する質問がございましたら、郵
便番号・住所・氏名・電話番号を明記の上、封書またはハガキにて、下記までお問い合わせ
ください。

〒 151 － 8559　東京都渋谷区代々木 ２ － 2 5 － ７
代々木ゼミナール　教育総合研究所
「園田学園大学入学試験問題集」係
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